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序

鬼城山、通称鬼ノ城は吉備高原の南端に位置し、「温羅伝承」に因む歴史的舞台として古くか

ら知られていました。最高所からは、瀬戸内海や遠く四国の山並みを遠望し、眼下には肥沃な総

社平野を牌呪し、旧山陽道の南東には、吉備津を間近に望むことができます。

この鬼城山が、古代山城の一つとしてその名を広く知らしめたのは、今から34年前、昭和46

(1971)年のことです。昭和61(1986)年には国指定史跡となり、その数年後には、城壁内は元より、

城墜外裾部に至る全域が公有地化された、全国で唯一の古代山城となりました。昭和53(1978) 

年の学術調査に続き、平成6年から総社市教育委員会による城門や城郭線の継続的発掘調府

が実施され、多くの成果が挙げられています。とりわけ、西門や角楼の発見とその整備・復元事

業は、これまでの発掘調査成果の集大成といえるものです。

一方、城内の大半を占める県有地については、偶然の機会に発見された第 I・II群礎石建物

群が知られているに過ぎず、大きな謎に包まれていました。

岡山県教育委員会では、今後の史跡整備を充実させるため、平成11年度に国庫補助を受け

て城内の確認調査を実施することとし、岡山県古代古備文化財センターが発掘調在を実施致し

ました。その結果、築城時期を示す 7世紀後半の上器が集中して出土する地点や、城内での鍛

冶を示唆する竪穴遺構の発見のほか、新たな礎石建物が姿を現すなど、多くの新発見が相次ぎ

ました。これらの発掘成果を収載した本書が、今後の鬼城山の保護・保存に活用されるとともに、

地域の歴史研究の一助となれば幸いです。

発掘調査の実施、報告書の作成にあたっては、地元総社市教育委員会および鬼城山整備委

員会の委員の諸先生方をはじめ多くの方々から有益な御指導・ 御援助を賜りました。また、地域

住民の皆様をはじめ、環境保護団休［高梁川流域の水と緑をまもる会」、倉敷地方振興局（現備

中県民局）からは、多大な御理解と御協力を賜りました。記して深甚の謝意を表する次第です。

平成18年3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長松本和男





例ロ

1 本書は、岡山県教育委員会が国指定史跡「鬼城山（きのじょうざん）」（通称「鬼ノ城」）整備事業

として、平成11(1999)年度に確認調査および試掘調査を実施した発掘調査報告書である。

2 鬼城山は、総社市腿坂1762-10ほかに所在し、史跡指定地の全域が公有化されている。今回の確

認調査実施範囲は、城内のおもに県有地部分を対象とし、一部市有地部分の調査も行った。

池ノ下（いけのした）散布地は、総社市酉阿曽701-1ほかに所在し、総社市教育委員会の支援を

受け、土地所有者の承諾を得て試掘調査を実施した。

3 発掘調査は、岡山県古代古備文化財センターが担当し、総社市教育委員会から桓常的な援助を受

けた。文化財室加藤侶二室長をはじめ前角和夫• 松尾洋平主事には、現地調査のトレンチ設定や記

録保存作業に際し多大な助力を賜った。さらに総社市埋蔵文化財学習の館村上幸雄館長からは、有

益な御助言•御指導を賜った。併せて深甚の謝意を表する次第である。

4 発掘調在にあたっては、鬼城山整備委員会の諸先生方、岡山県文化財保護審議会委員から有益な

御指導• 御助言を賜った。録して深謝の意を表する。

鬼城山整備委員会（平成11年度）

委員長坪井清足（元興寺文化財研究所長）

副委員長 近藤義郎（岡山大学名誉教授）

委 員 高橋護（ノートルダム消心女子大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

狩野 久（京都橘女子大学教授、岡山県文化財保護審議会委員）

濱島正士（別府大学教授）

河本清（くらしき作陽大学教授）

葛原克人（岡山県古代吉備文化財センター所長）

高瀬要ー（奈良国立文化財研究所遺跡研究室長）

また、発掘調査開始に先立つ現地の植生自然保護については、「高梁川流域の水と緑をまもる会」、

菅原 潤氏（同会理事）、榎本 敬氏（岡山大学賓源生物科学研究所）の御助言や御指導を受けた。

5 本報告書の作成は、平成17年度に、センター職員岡田 博が担当して行った。

6 本報告書に関係する遺物については、素材の産地同定や類例比較については、次の諸氏から有益

な御教示を賜った。記して原くお礼申し上げる次第である。（順不同）

鉄滓についての所見 大澤正己• 光永貞一

緑釉陶器の産地同定 高橋照彦（大阪大学文学部）

石器•石製品の石材同定 鈴木茂之（岡山大学理学部）

7 本書の執箪は、鬼城山を岡田 他、池ノ下散布地については亀山行雄（高梁市教育委員会）が担

当し、全体の編県は岡田が行った。

8 遺物写貞については、江尻泰幸氏の協力と援助を瑣いた。

9 出土遺物ならびに図面・写真・マイクロフィルム等は、すべて岡山県古代吉備文化財センター

（岡山市西花尻1325-3)に保管している。



凡例

1 本報告書に用いた高度値は、海抜高である。

2 第2・17・138図に示した座標軸線は、 l日日本測地系に準拠しており平面直角座標V系による。

3 図面に用いた方位は、真北で表示している。収載遺跡付近の磁北は西偏 6゚40'を測る。

4 確認調査は城内のトレンチ設定にあたり、 9期に分割して実施した。

本文での表記は、発掘時に合わせ、 I-IX期としている。本報告書掲載のトレンチは、その番号に

Tを付している。 トレンチ図、遺構および遺物の縮尺は、次のように統一している。一部の土塙に

ついては、土層浙面図を例外的に平面図の上に示している。これは、 トレンチ調査という制約に起

因する。また、遺構図の北表示を下方に示す場合もある。その他例外については、挿図に縮尺率を

図示もしくは明記している。

遺構

トレンチ図（土層断面図•平面図）： 1/100・l/60 竪穴遺構・建物： 1/60・l/80 土塙等： 1 /30 

遺物

土器： 1/4 土製品： 1/3 石製品： 1/2・1/3 

5 遣物番号は、土器以外のものについてはその索材を示すため番号の前に次の略号を付した。なお、

瓦については、土器に含めて番号を付している。

石製品： S 土製品： C 金属関連遺物・銅銭： M 

6 遺構図のうち、被熱（加熱）範囲については、おもに網Hのスクリーントーンで表現している。

また、掲載図中では土壊は土、柱穴は柱、建物は建と略して表記している。

7 土層断面図• 土器観察表などに使用した土色は、各担当者の記述に従っており、特に統してい

ない。記号化して表記しているものは、『新版標準土色帳』（農林水産省農林水産技術会議事務局監

修• 財団法人日本色彩研究所色票監修）によっている。

8本報告書第 1章と付章の第 l図に使用した地図は、国土地理院発行2/25,000地図の「総社東部」

を複製し、加筆したものである。

9 本報告書の時代・ 時期区分については、一般的な文化史・政治史区分に準拠し、世紀などを併用

している。

古代の時期区分については、次による。

古代 l期……… 7世紀中薬前後から 7世紀末

古代1I期……… 8世紀代

古代ill期……… 9世紀代

古代W期………10-11但紀代
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第 1章 鬼城山の位岡と閑境

第 1章鬼城山の位岡と環境

7世紀の半ば、わが国は激動の時代を迎えていた。それは、東アジアにおける国家の存亡につなが

る国際的な緊張が、頂点に逹しようとした時代でもあった。

白村江での敗戦 (663年）後まもなく、西日本各地に、 6か所の古代山城が築かれているが、これら

は記紀に明確な築城の記載がある（日本書紀『天智紀』）。中でも最大規模の城は「大野城」（福岡県大

野城市）で、やはり H本書紀に記載される「水城」も備えているが、その築成は664年のこととされて

し立る。

一方で記紀に記載のない古代山城は、築城や廃城について記載がある朝群式山城に対して、神籠石

型あるいは、神籠石系山城と呼ばれており、鬼城山もその一つとされている。（許い岡山県内には、も

うlか所の神籠石系山城、「大廻り小廻り」が知られており、古代の備前国上道郡日下郷に位岡す

る。はIい鬼城山の東方約20数kmに位買するが、たがいに視認することはできない。 2004年に国指定史

跡の答申を受け、今後の史跡整備への取り組みが緒についたばかりである。

鬼城山は、古代吉備の中枢部を眼下に見渡す、海抜300-380mの山頂に築かれている。中国山脈か

らなだらかに下降する高原は吉備高原と呼ばれ、その先端に鬼城山は築かれている。鬼城山の囲側に

は砂川、東側には血吸川上流が渓谷をなして源となり、それぞれ足守川に注いでいる。

律令制下では、備中国賀陽郡阿曽郷に属する。記紀に記載がなく、しかも官選史書や歴史的記述と

は異なる『温羅伝説』（鬼ノ城縁起）などの説話によって、長く広く親しまれているが、その内容は全

くの作り話ではなく、長い年月を経ながら歴史的事実が幾分脚色された印象を受ける。（註1)

鬼城山からの眺望は、まさにパノラマといえる。晴れた日には、眼下の総社平野の全体を見渡せ、

西に高梁川、さらには瀬戸内海や遠く四国の山柏みが鮮明に見渡すことができる。南方約10kmには、

東西を結ぶかつての幹線通路、山陽道がその面影をとどめている。また瀬戸内海からの門戸となる吉

備津は、南南東およそ11kmに比定され、かつては幾多の船影を浮かべたであろう瀬戸内海との至近な

距離を惑じることができる。

鬼城山やその周圃の山塊は花岡岩地帯で、多くの露岩があちこちで見受けられる。城内では、これ

らの岩を粗割りにして、城壁となる高石垣を築いたり、礎石にも使用している。一方で、きわめて硬

い花岡岩で、精密かつ高度な技術や道具を駆使して門礎を製作している点は、近年飛鳥で発見された

「亀石Jに共通する技術と考えられる。

岩脈の中でもやや軟質部分は、半花岡岩（アプライト）と呼ばれ、鬼城山に多用される石敷きに小

割にして使用されている。自然の露岩は、そのまま利用した場所もあり、その上に石垣を築いている

場所も多い。谷部分は、 6か所の水門と版築土塁で固め、東西南北4か所の城門を設岡している。西

門の北西側には角楼が償かれる。

鬼城山固辺の遺跡は、第 1図に掲げる。北西方約 1kmの3岩屋寺跡は、平安時代の山上仏教の拠点

が存在したと伝えられ、寺院の基壇や瓦の出土が知られている。また南匝方約800mの5新山廃寺でも

瓦の出土が知られており、岩屋寺と関連する堂宇の存在が考えられている。

鬼城山は廃城後、仏教的な色彩を帯びることが、従来の知見や今回の確認調査成果も含めて十分に
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第 1章 鬼城山の位質と環境

,. 鬼城山（国指定史跡） 2. 池ノ下散布地 3. 岩届寺跡 4. 岩届の皇の怒（無縫塔：県指定文化財） 5. 新山廃寺 6. 経山

城跡（市指定文化財） 7. 阿弥陀原 1-13号墳 8. 穴観音箱式石棺•穴観音南 1·2 号墳、穴観音 1 -17号壻 9. 中筋遺跡

10. 畑 1-:3号墳 11. 板畑 1-7号墳 12. 千り11-10号墳 1:3. 千引逍跡 14. 千り1カナクロ谷製鉄逍跡 l.'i. 小陣屋

16. かむろ 1-15号墳 17. くもんめふ逍跡・古墳 18. 千引砦 19. 大陣屋 20. 名越1-18号墳• 名越1-4号砦 21. 名

越遺跡 22. 新池奥遺跡 23. 宮原谷遺跡 24. 宮原 1-11号墳 25. 牛神 1-5 号墳•牛神砦 2fi. 林崎遺跡・林崎1-3 

号墳 27. 随庵古墳 28. 尾崎1-9 号墳• 尾崎城跡 29. 新池東遺跡 30. 鳥越山城跡（城山城跡） 31. 久米1-21号墳

32. 神ノ子池1・2号培 33. 赤坂山 1-25号培 34. 久米大池 1-18号培 35. 黒尼1-16号培

第 1図 鬼城山、池ノ下散布地の位置と周辺遺跡分布図 (1/25,000) 
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推測され、密接な関連があったことは確実と考えられる。城内には、修験通との深い関わりを示す形

跡が多く残されていることも特筆すべきであろう。

鬼城山の東山麓から血吸川を挟んだ丘陵地帯には、後期古墳群が多数確認されている。東門を厄根

筋に下ると阿弥陀原に逹し、後期古墳群が存在する。

さらにその東の丘陵地帯には、千引古培群・遺跡のほか、千り1カナクロ谷製鉄遺跡が存在する。（註4)

後者では、 6世紀後半から古代II期＝奈良時代にかけての製鉄や鍛冶遺構が発見され、鉄鉱石による

製鉄の実態が明らかとなった。近くに存在した千サI古墳群では、主体部である横穴式石室から、鉄滓

の出土がH立つ点に注目される。なお、千り17号埴（方墳）では、円面硯が副葬品として納められる

など、鬼城山と存続時期が重なる点からも注目すべき遺跡群である。

当時、眼下に一大製鉄工業地帯が存在したことを示唆する咀要な遺跡であったが、発掘調査の後、

ゴルフ場建設により消滅した。後述の第3章確認調在報告では、東門近くに設定したTll3で、鍛冶滓

や軸の羽口を伴う竪穴遺構の一部を検出したが、この千引カナクロ谷遺跡群とはわずか 1km足らずの

距離である。

今回、試掘調査結果を収載した「池ノ下散布地」は南東方約2kmに位買する。その東側丘陵には、

甲冑や武器をはじめとする多数の鉄製品に加えて、鍛造具などの鍛冶道具が出土したことで著名な、

随庵古墳が位岡している。（許5)

中世末、戦国期には、南西方約1.5kmに大内義隆築城と伝えられる経山城が築かれている。鬼城山の

東から南方眼下の丘陵部には、高松城の水攻めが行われた時期の小規模な城砦群がH立つ。

近但になると、鬼城山一帯は、豊臣秀古の正室に近い木下家の足守藩領となり、山奉行によって森

林の植生管理や治山が行われたという。（註6)その後、明治期に意欲的な植林や砂防工事が行われ、一

部には旧地形が失われた地点もあるが、豊かな自然環境と眺望は、四季を通じて県内外から訪れる、

多くの人々を魅了している。

註

（叶 1)葛原克人「朝鮮式山城」（佐藤宋諄編 「日本の古代川家と城』）新人物往来社 1994年

（叶2)出宮徳尚・乗岡 実「大廻小廻山城跡発掘謁査報告J岡山市教育委員会 1989年

（註3)藤井駿「古備地方史の研究」法蔵館 1971年

（註4)武田恭彰ほか「奥坂遺跡群J『総社巾埋蔵文化財発掘調査報告15』 総社巾教育委員会 1999年

（註 5)鎌木義昌ほか「随庵古墳」総社市教育委員会 1960年

（註6)確認謁在参加の地冗作染員、牧野 保氏のご教示による。
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第 1節確認調在に全る経過

第2章発掘調在の経緯

第 1節確認調牡に至る経過

昭相46(1971)年の発見後国 1)、同50(1975)年には、オートバイのクロスカントリー場となって

いた北門一帯を県が買収し、「吉備史跡県立自然公園」の中核をなす地域として保護が図られるに至っ

た。

昭和53(1978)年、山陽放送創立25周年事業として、輻広い研究者を結集した「鬼ノ城学術調査団」

による初の考古学的な発掘調在が実施され、城門や水門の調査は元より、初めての全域地形測量が実

施されるなど両期的な成果が挙げられた。その成果は昭和55(1980)年に「鬼ノ城」としてまとめら

れ、随所にカラー図版を巧みに取り人れた、当時としては画期的な発掘調査報告書として今Bなお高

い評価が与えられている。（註2)

昭和55(1980)年、城内で初めて礎石が偶然の機会に発見され、地表面の精査の結果、周辺にあわ

せて 5棟の礎石建物の存在が確認された。最初に発見された一角の礎石建物群を第l群、その南西方

の化粧基壇を伴う礎伍建物を 1I群と呼称されるに至っている。

その後、昭和61(1986)年には城内部分を含め、 1,125,629111'という広大な鬼城山全域が国指定史跡

として認められた。さらに平成元 (1989)年から翌年にかけて、外郭線から下方の山裾部に至る私有

地も総社市によって買収され、史跡指定範囲の中心を占める城内部分の約70%を県、他を総社市が所

有するに至った。ちなみに城内の総面積は269,528面、そのうち216,627rn'が県有地、 51,867m'が総社市

有地を占め、池など水面にあたる1,034面の国有地が含まれている。こうして鬼城山は、全国でも唯一

といってよい、全域公有地化が完了した古代山城となったのである。

平成6 (1994)年からは、総社市教育委員会によって市有地である外郭線の調在が開始され、第 l

城門（現東門）、水門、角楼、西門、南門の発見や精査などめざましい成果が収められている。これら

の考古学的発掘成果は、年次報告として総社市埋蔵文化財調査年報信3) に掲載され、全国的にも大

きな学術的関心が寄せられている。平成17(2005)年の「古代山城鬼ノ城J(総社市埋蔵文化財発掘

調査報告18)の刊行によって、 10年に及ぶ歴史学的・考古学的な調査研究成果が結実したとみられて

し立る。

今回の確認調在は、以上の成果を踏まえながら、今後の具体的な史跡整備事業を視野に人れ、礎石

建物群が発見された範囲を合め、従来発掘調査が行われなかった、おもに県有地部分を中心とした城

内の実態を解明するために、国庫補助を受けた県事業として実施する運びとなったものである。

確認調査は、当初予定から約 lか月遅れて 8月6日から開始した。遅延の理由は、まず自然保護団

体「高梁川流域の水と緑をまもる会」から『発掘が結果的に動植物の生態系を壊してしまう恐れがあ

る』などとして、岡山県教育委員会教育長（黒瀬定生教育長）あての「鬼ノ城試掘調査の見直しにつ

いて（要望）」 (6月14日付）が提出され、ついで「山をまもり蒐城山と深い関わりを持って暮らして

きた地元有志ー同Jから総社市教育委員会教育長（秋田皓二教育長）あてに「鬼城試掘調査の見直し
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第2節 確認調府の概要と体制（付H誌抄）

第 1表確認調査工程表

ここ Hll Hl2 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

調宜準1,繭

第 I明 (U25m')

第11期 (875111') 

第I11期 (300m') 

第JV期 (800111') 

第V期 (300m') 一
第VI閉 (DJOm') 

第W期 (290m') 
＿ 

第1間期 (820m') 

一第Ll期 (,j]Om') 一
ill :i,8:lOni 

る。

トレンチの設定は、事前の計画に基づいて、現地に 2本の木杭を打設し、その間にテープを張って

明示し、自然保護団体の専門家によって周囲に稀少植物などの有無を事前に調査していただいた。そ

の結果、 トレンチの位置や規模を変更した場合もあるが、 T35・T 42・T 44の欠番は、この間の事情

によって生じた。

なお、このような事前の確認によって保存した植物は、オオミズゴケ・ベニドウダン・アオハダ・

ササユリ・ドウダンツツジ・ミヤマウズラのほか、鬼城山では珍しいクロマツがある。

雑木等についても計15cm程度以上の樹木については、樹種を問わずできるだけ残し、十分な「根鉢」

を残すよう指導を受けた。

悲本的に木製品などの遺存が期待された湿地帯のトレンチは、移植等提案したが、一切認められな

かった。植物以外の動物や昆虫の生息についての制約は、 トレンチ設定予定箇所にはなかった。

鬼城山全域は、保安林にも指定されているため、作業許可や実施面積の制約は元より、立木の伐採

や発掘後の埋め戻しなど、細心の配慮が求められ、倉敷地方振興局（当時）から有益な御指導・ 御助

言を得ながら進めた。発掘調査の実施と調査後の埋め戻し作業は、一連の作業として完結させること

は当然であるが、作業が可能な届け出上限面積2,000m'には、作業拠点であるテントやトレンチに至る

通路、発掘作業で掘り上げた土償き場も含まれ、分割して実施する必要があった。

第l期の後半、 9月中頃になると、当初予定の 3時期に2,000m'ずつ行うという計画では、埋め戻し

が完「するまで次の発掘作業（雑木の伐採を含む）に長期間着手できず、確認謂在着手時期が 1か月

遅れたことも加え、多少の面積減少は止むを得ないとしても、計画面積に近い確認調査の実施が危ぶ

まれる不安が生じてきた。

このような状況を改善、打開するため、 9月16日、急遮文化課と倉敷地方振興局関係部局（農林水

産事業部森林課）との協議が行われた。その結果、 II1期は l、レンチの数を減らし、 N期では逆に増や

すなど、予定している申請時期を長期・短期と組み合わせて、作業面積計2,000而の範囲内で実施する

という提案が出された。つまり、 300m'と1,700面の申請を紐み合わせて行う方法が最苦ではないかと

いう結論に辿り着くことになった。同時に、「保安林内作業許可J中請書類を早めに提出させて貰い、

それによって、小木の伐採を早めることも可能になるなど助言を受けて、 V期以降も同様な方法で手

続きを行うことを確認した。

以上の経過を経て、 11月中頃には1X期までの計画を立案し、最終的にはトレンチ122本、 5,830m'の
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第2章発掘調在の経綽

第2表確認調査トレンチ一覧表

発掘期 トレンチ番号 実績血栢(m') 掲載図 逍柚 出土逍物 備 考

T 1 50 第 :l 1・G図 石敷き 土師器 西門の南東、塁状区間近く

T 2 80 第 3・:i・7図 集石十堀

T:J 60 第:,. 8図 +堀

T7 40 第 9図 溜井の上方

TS 60 第10図 如恵閤

I 
T9 40 
Tl() 60 第11同

Tll 25 第12[:X[

Tl2 30 第13図 焼成十壊 須恵器十師器

TIS 311 第1-l図 加熱面

Tl6 50 第13図

T20 40 第16図

T21 150 第17-20図 柱穴•土J瞬 須恵器・土師器 土壊の中に「落し穴」含む

T22 ,10 第17・22・21FZI 住穴 須恵器•土師器

T23 15 第17・21凶

T24 40 第17・2:l・ZS図 炉？ 須恵器十師沿多数-1i鏃 l

期
T2S 応 第l7・26-28図 杜穴 知恵沿・_l帥沿

T26 3.5 
T27 35 第17・2!)閃 須恵沿

T21l ,ヽ)＼7ー 第1,-:n図

T29 70 第17-30・121ヌ| 須忠器•鉄片

no 45 第33図
(22木） I !ZS 

T 4 40 第36図 栴石上堀

T 5 50 第37閃

T fi 40 

lB 30 第:18l'XI 須忠器

T14 95 第39図
II T17 20 第40図

Tl8 30 第41図

Tl9 25 第42図

T50 20 

T51 10 第13図 土累痕跡 須恵器

T52 40 第44図 上;;¥・消？

TS'.l ,「),「) 第4:i同 土塁 低乎な土塁

TS1 ,1() 第11,-,19図 版築土塁 北門近く、神並石状列石

T55 G5 第50図 十塁

T56 :JO 
T57 40 第Sl図 姐恵沿,I且1[!沿多数

期 T:i8 40 第:i2図 上帥閤

T59 40 第53・54同 礎石 凡•須恵器 祈発見の礎石建物6

T60 Sil 第58図

TGl 30 

T62 60 第59-61図 礎h 須忠器・瓦質十器 第 I群建物中央
(21本） 875 

T63 40 第70図 須恵閤

T64 40 

m T6,, 50 第71同 土師器

TGG 30 

T68 40 第72・79・80図 杵穴・整J也而 緑釉陶器・須忠器・瓦 第11群建物束

Tti9 40 第81図
期 T70 20 

T116 40 第72-70・82図 礎石・根石 上帥器狙恵閤 第11群仕物中央
(8本） 300 

T18 30 第17・31・35図 十堀 須灼器・十師器 T21関連追加トレンチ

T49 20 第8:l-84凶 十累・村穴 十塁関連追加トレンチ

Tfi7 311 第72-76-乃図 杵穴•列 i, 瓦・如恵沿.I. 帥協 掘立杜建物が存在する

JV 
T71 50 
T72 40 第83図 土埠 土堺は浴し穴？

T73 40 第86図

T71 ,JO 土師器

T78 105 第87図 -t.l廣 十壊は落し穴？

T8:l （）．］ 第岱図 十JI/( 姐恵沿 十腐は落し穴？

T84 30 
T85 30 第80図 L帥沿
T86 20 第!JO図 土師器

T87 30 第91閃 土師器 造成痕跡

T88 60 

閉
T89 30 第92図
T90 411 第9:l図 鉄協片

T91 40 第94・9,i図 上堀 石鏃 上堀ii落し穴？

TDZ 70 第96閃 列石 上師器

(18本） 800 
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第2節 確認調府の概要と体制（付H誌抄）

発掘期 トレンチ番号 実領向桔(ni') 掲載同 逍梢 出土逍物 備 考

T97 (iO 

T98 80 第9,図 +.J檄 ＋壊は落し穴？

V T99 60 
Tm  60 第98・99図 列11 帽の羽D・知恵附 付近に鍛冶炉I

期 T122 20 第100図 凡・姐恵閤

T12'.1 20 第53・55-57図 礎石（掘方） 丸•須恵器 T59礎石と礎石他物6を形成
(6本） :100 

T75 120 第101図 十師器

T76 90 第IIJ2図
T77 80 第10:l図 如恵悩

T79 50 
T80 60 第104図

VI T81 100 

T82 80 第10:i・l06図 十堀 +師器・須忠器

TlOO 100 
TlOI 40 

T102 40 第107図 上堺 上芥片•石斧 小邸上堀は治し穴？

期 TlO:i 20 

Tl06 70 第108図

Tl08 20 第109IXI

T109 20 弟llO図 +)廣

T 120 20 第611・64-67図 礎イi +師沿 I群礎い建物の 1棟
(IS木） 910 

Tl07 90 

Ill Tll2 60 第lll閃

TllJ 80 第112-llSI刈 竪穴追構 鉄滓・炉壁・砥石 東門近く、船I台退構が存{f

Tl14 ふ〇 第116図
)ti] 

TIIS 30 
(5木） '.,!90 

T31 40 第117図 須恵器・土師器

T3b 50 第118閃

T15 60 

T46 60 

＂ 
T47 50 第120図 土師器

T93 50 

T94 40 第119図
T95 40 第121図

T9ti 40 第122図

T103 so 
Tl04 ,,0 第12:l同

TllO GO 第12,[図

Tlll 10 第125-127図 石垣（堤防） 須忠器 第3水門に関辿する追構

期
Tll7 40 第128-129図 知忠岱•十師岱•鉄滓

Tll8 GO 
Tll9 20 上削I閤

Tl24 30 第60・62・6:,閃 土師器 第I群礎石仕物（城庫2)

Tl2S 40 第60・68・69図 土師器 第 l群礎石仕物（城庫4)

(18本） 820 

T32 60 
T:33 :w 第1:lc図
T34 40 第133図

TX T36 30 

T37 30 

T39 30 

期 T40 :JO 第1:14凶 須灼紺

T41 140 I判I沿

T 43 30 第13:i図
(9本） 410 

総面桔.5,8:lO トレンチ総数.122本 ※T :lo・T 42・T 44は欠番

調査実績を挙げることが可能となった。あらためて関係部局の御高配と御指導に深謝の意を表する次

第である。

なお、確認調査実施にあたっては、事前に下記の届け出が必要で、それらの事務手続きについては、

すべて文化課が担当した。

(1)吉備史跡県立自然公園普通地域内における土地の形状変更届

(2)保安林内立木伐採届出

(3)保安林内作業許可の行為着手届・行為終了（中止）届～森林法に基づく手続き

-15-



第2章発掘調在の経綽

発掘調査実施の体制

平成11 (1999)年度

岡山県教育委員会 岡山県古代吉備文化財センタ―

教育長 黒瀬定生 所 長 葛原克人

岡山県教育庁 次 長 大村俊臣

教育次長 宮野正司 〈総務課〉

文化課 課 長 小倉 升E3 

課 長 松井英治 課長補佐（総務係長） 安西正則

課長代理 佐々部利生 主 在 山本恭輔

参 事 正岡睦夫 〈調査第一課〉

課長補佐（埋蔵文化財係長） 松本和男 課 長 高畑知功

文化財保護主任 大橋雅也 課長補佐（第二係長） 下澤公明

主 任 嬰山修司 文化財保護主幹（調査担当） 岡田 博

文化財保護主任（調査担当） 亀山行雄

報告書作成

平成17(2005)年度

岡山県教育委員会 岡山県古代吉備文化財センタ―

教育長 宮野正司 所 長 松本和男

岡山県教育庁 次 長（総務課長） 内田 猛

教育次長 釜瀬 司 大多 事 平松郁男

文化財課 六ーb 事 高畑知功

課 長 芦田和正 〈総務課〉

参.Lo. 事 田村啓介 総括副参事（総務班長） 若林一憲

総括副参事（埋蔵文化財班長） 平井泰男 主 任 小川紀久

主 任 4ヽ木木 禾iJa青 〈調査第一課〉

課 長（作成担当） 岡田 博

なお、付章に掲載する池ノ下散布地の試掘調在については、早くから堤防状の地形が注目されてい

た。かつて総社市教育委員会によって、小規模な試掘調査が行われた経緯もある。

第9回鬼城山整備委員会の席上、調査が可能ならば実施すべきとの意見があり、総社市教育委員会

の全面的な支援を受けて現地試掘調査が実現したものである。

総社市教育委員会（平成11年度）

教育長 秋田皓二 主 事 松尾洋平

教育次長 守長健尚 〔埋蔵文化財学習の館〕

文化財室長 加藤伯二 館 長 村上幸雄

~ 事 前角和夫

文化財保護法に基づく提出書類一覧
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第 2節 確認調府の概要と体制（付H誌抄）

(1) 国指定史跡の原状変更許可申請（第80条）

中品文円 I種類及び名称 I 所在地 I目的 I 主休者 期 間
番号 B付

教文保 史跡

総ネI市黒屯1141外 発掘晶杏 石岡什山正県知弘市 la午ロrn-m2.3.31第1302号 鬼城山

Hll.12.20 

処坪の内容• 坪由 計口［文書番号日付

・エ市に際してば岡山惧教ff委 I委保第40)503号
員会戦員の指示に従う 平成114'7月2日

(2)試掘確認の報告

岡山原文書

番号 H付
周知・周知外 Il耐類及び名称 所在地 血桔(m') 原因 I包蔵地のh無 報化者 担当者 期間

mz.:i.:io I固知 鬼城111逍跡 I総tt市奥坂176}-1 、,,s:ioI逍跡整備 h
 

岡山県古代吉備文 Hll.8. 6-

化財センター
岡田 I専

Hl2.3.29 

(3)第98条の 2

岡山県文書

番号 U付

教文埋

第1605号

H12.2.24 

種類及ひ名称

池ノい散布地

Ji)i {f lilJ 

総村市曲阿曽701-I 

ほか

血積 (rri)

162 

原因

国指定史趾（鬼城山）

整価事業

報告者

岡山原教育方は会

教育長黒瀬定生

担当者

亀山行雄

期間

H12. 2. 14-

H12.3.31 

(4)遺物発見通知

岡山県文古

番号 n付

教文坪

第1701号

Hll.:l.10 

物件名 出土地 出土年月 H 発見者 土地所打者

上閤（上師器•須恵器）陶閤総社市西阿曽701- 1 

（備前焼• 唐津焼）木製品、紺ほか
I m2. z. 11-I岡山県教行委届会I岡山巾山崎335-18

銭等iit1箱 池ノト散布地
H12.:u1 I教育長黒瀬定'l I松 I、 ほか

現保行場所

岡山県古代吉i籍文化
財センター

岡山県文円

番号 B付
物件名 出上地 出上年月日 発見者 L地所有者 現保愉場所

教文坪 上閤（上帥閤•須恵閤・緑釉総社市卯))x]76:J-1 

第1816号 陶盗）、瓦（半瓦・丸瓦•瓦塔）、ほか

Hl2.:l.31 鉄i幸、炉璧砥石~t 8箱 鬼城山

Hll. ~- G- 岡山県教有委員会 岡山県知市石井 l臼J、岡山県古代吉備文化
H12.:J.29 教育長甲瀬定生 総社市長 竹内江三 財センター

註

（註 1)高橋護「鬼城山・築地山」『考古学ジャーナル』 117号 ニューサイエンス社 19764-

園 2)坪井清足ほか「鬼ノ城J鬼ノ城学術調査委員会 1980年

（註 3)「鬼城,,,第 l城門遺構の調査J(総社巾埋蔵文化財調査年報5 平成6年度 1996年 総社巾教育委員会）に始

まる。鬼城山の発掘調査報告害としては、「古代山城 鬼ノ城」が刊行されている。（総社巾埋蔵文化財発掘調

査報告18 総社巾教育委員会 2005年）

（註 4)「高梁川流域の自然」第20けに鬼城山発掘調査見直し連動の報告、要望書、見直し要望の合意、終結についての

記録がすべて掲載されている。高梁川流域の水と緑をまもる会 1999年10月10日発行

調査日誌抄

平成11(1999)年

8月6日（金）発掘資材搬人、第I期確認調査開始。

葛原所長の挨拶の後、 T4から作業着

手し、報道関係者に公開。

27日（金） T 1下位で敷石検出。

9月3l::l (金） T22で柱穴状土堺を検出、石鏃のほか

T24で須恵浴片多数の出土を確認3

9日（木）給原所長来跡、現状説明する。

25日(I:) 高槃川流域の水と緑をまもる会（室山貰

義会長）から鬼ノ城発掘讃査関係機関

あてに「鬼ノ城試掘調査市業にfl'う環境

保全について」（お鞘い）で下記の瓜が

申し入れられた。要、点を記す。

1. トレンチ調杜終了箇所の後終いについ

て。

• 作業道の閉鎖措置と一般者の立ち人

りを防ぐ。

［岬山】帰化植物の進人を防ぐ・植生の
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第2章発掘調在の経綽

回復、復元を早める・植物の盗掘防 l「

・事故、火災の防止

2. 環境調在に対する支援について

• 総社市の支援のもと鬼ノ城環境調査

が実施されているが、これについて可

能な限り便官を図ること。環境調査団

の意見には充分配慮すること。

治期の砂防工市による構築ではないと

ご教示を得る。

17日（金）第 91口I鬼城山杷備委員会開催。総社

市の西門調査の説明に続き、城内調査

の説明を行う。

22U (水） T87で道状の造成部分を確認。

zrn (月）年内の現場作業終了。
3. トレンチ箇所に於ける樹木の保護対兼

について

平成12(2000)年

・トレンチ箇所の樹木の保護が不十分

である。根鉢の範囲を十分に残し、残

置樹木の保護に努めて下さい。

10月1日（金）第II期確認謂杜聞始。

190 (火）山口副知事視察、松井文化課長、松本

補佐同道。 T59で礎石建物新発見。

208 (水）総礼市教育長、教育次長、文化財室長

視察。T54版築土塁の断面確認。

25日（月） T59新発見の礎石建物、記者発表。

11月1日（月） 10月27日付けで、榎本敬氏（岡山大学

資源生物科学研究所）から「トレンチ予

定箇所の植物について」で、当初から予

定されていた119か所のトレンチについて

の調粁が終了し、 「出現頼度が低く貰重

と考えられる植物』について県教委• 総

社市教委あてに報告。

8日（月）第1II期確認調査開始。

11日（木）文化庁坂升秀弥調査官視察、文化課・

センター・総社市教有次長ほか同道。

12日（金）葛原所長、小田富上雄福岡大学教授、

武木純詞助教授、亀FR修岡山埋

科大学助教授来跡、案内。

19R (金）第W期確認凋査開始。

22R (月）村上館長、王綿府中国遼寧省t軒物館

長、徐光師龍谷大学講傭、西川宏氏案

内。

25日（木）県文化財保護審議会委員視察、狩野

久•高橋護両先生から御指導賜る。

290 (月） T68で造成面確認、緑釉陶器片吊土。

300 (火）榎本敬氏（岡山大学資源生物科学研

究所）から「トレンチ予定箇所の植物につ

いて」 (11月298付）で、その後追加した

トレンチ 8か所についての調在終了報

告を受け取る。

12月2日（木） 予算ヒアリング、鬼城山整備委員会打合

せ会出席3

6日（月） T54版築土塁ビデオ撮影実施。午後、

鬼城山酉側の犬第山から写真撮影。

14R (火） T83下位列石について、地元作業員最

高齢の牧野勘ー氏に確認して貰う。明

-18-

1月5B (月）現場作業再開、第V期確認讃査開始。

17日（水）第VI期確認謂査開始。

24日（月） Tll6付近で瓦塔片採集、 Tl21で須

恵器のほか軸羽口片確認。

31日（月）午後、 T54版築土累の剥ぎ取り作業。

2月17日（木）第W期確認調査閲始。

24R (木）文化庁小林克調在官来跡、文化課正

岡参冑、松本補佐同道。

28日（月）第珊期確認瀾在開始。

3月1日（水）第101111鬼城山整備委員会開催。

2日（木）佐上自衛隊（日本脱駐屯地第13特科

連隊本部）、幹部教育の一環として40名

見学。

IOU (金） T54土層斯面剥ぎ取り標本、表装して

センター到着、写真撮影。

17R (金）第1X期確認調査閲始。

24日（金） Tlll埋め戻し作業に続きT35埋め戻

しに着f、最後のトレンチ。

28日（火）県文化財保護審議委員会視察。

29日（水）現場撤収開始。

:30日（木） センターにて各種起案、完了届けについ

て文化課に報告。

31 l::! (令）確認調査完了。



第 1節第I期の確認調介概要

第3章確認調在報告

第1節第I期の確認調査概要

すでに述べたとおり、基本的に鬼城山の南端の最高所周辺からほぼ時計回りに、城内および未調査

の西緑城郭線に試掘溝（トレンチ）を設定した。

I期の確認調在は、第 1表に掲げるように盛夏の 8月6Bから開始した。初日に発掘調査に着手し

たのは、最高所の北寄り緩斜面に設定したT7で、これは報道関係者等に今回の確認調査の具体的な

作業方法を公開するためでもあった。

以下、 I期のトレンチ調在について

概要を述べる。なお、一部のトレン

チ、自然地形の記録にとどまったも

のについては、図面を割愛する。

Tl-3は、最高所から南東方約

100m遊歩道沿いに下った外郭線の

内側に設定した。

T3 

T2 

Tl 

＼
 

0 10m 

第3図 Tl-3配置図 (1/400) 
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第 3章確認調杏報告

z 

M 

第5図 T 2土堀 2 (1 /30) 

いずれも樹木が繁った、わずか

に起伏に富む比較的平坦な場所で、

T 1のすぐ南には、敷石が遊歩道

に露見している。

南北方向に設定したT1では、

巾ほどに段があり、そのすぐ北側

地山上面に直径1.2mほどの赤変

した不整円形部分が検出された。

大規校な城壁築成や土木工事が行われたすぐ近くのエリアでもあり、このような位岡にあった作業拠

~l 「369m

·~=~ 
Cl) 

゜

ー
ハ

H
＼
卜
＋
ー

2m 

一
m
 
c
 
5
 

n
 

、-
ーー、べ'[‘ハざ

ー

゜

369m 

! 

：←-忍嚢璽

第4図 T 1 石敷き・出土遺物 (1/80• 1 /4) 

＼
 

0 lm 一

点で火が使われた可能性もある。

TIの中ほどの段から南には、花岡岩とアプライト（半花岡岩）を使った敷石遺構が存在し、後年

全貌が明らかとなった第 0水門上部の敷石遺構の一部であることがわかった。敷石は、水平に敷き詰

められたのではなく、緩やかに南に1項斜している。

敷石遺構付近から甑の口緑部片とみられる土師器 1が出土しており、先に述べた加熱痕跡との関わ

りも十分に考えられる。

また、敷石東半部には自然の露頭岩がそのまま残っているが、段の延長部はT2では検出されてい

ない。

T2では、 t堀 2甚が検出された。十翡堀 1は、 トレンチの高位平坦面で検出されたやや大型の十．城

で、下層には炭を含む埋積上が確認されている。底面は比較的平らで、人工的に掘りこまれた遺構で

あることは確実とみられる。

土塙2は、緩やかな斜面で検出された木炭片が埋積した浅い土城である。出土遺物は認められない

が、土城 lと同様人工的に掘りこまれた遺構と考えられる。

T3はT2の北側に設定し、上位西側平坦部で土堀3が検出された。土欺 lと同様、やや大型の土

堀で、底面は平らである。埋積土中には多くの花岡岩礫を含む。

T7は、最高所から北東方向約50mに設定したトレンチである。緩やかな斜面で、下方にはわずか

ながら地山を整形した痕跡も観察される。土層の中には炭を含む層もある。

T8は、 T7からさらに北東方向の緩やかな斜面に設定したトレンチで、 2の須恵器片が出土して
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第13図 T12土層断面図、土堀、出土遺物

(1 /100・1 /30・1 / 4) 

いる。小片であるが、古代l期あるいは、

期に比定される甕か壷の口頸部であろう。

II 

TlOは、 T8の南東方下方延長部に設定し、

緩やかな斜面にあたる。上位から山石である

花岡岩の露碩が目立つ。平面的な遺構は元よ

り、明瞭な造成痕跡は認められない。

Tllは、 TIOと小道をはさんで南下方に設

定した。緩やかな斜面であるが、高位では平

坦である。出土遺物には3・4の須恵器があ

り、いずれも古代 lないし II期に比定される

甕の口頸部片であろう。

Tl2はTllの北東側緩斜面に設定したトレ

ンチで、初めて遺物を伴う明瞭な遺構が検出

された。第13図に掲げるやや不整な円形を呈

する±堀がそれで、周壁に被熱による赤変が

認められ、埋積土には炭が顕著に含まれる。

出土遺物には6の須恵器がある。高台をもつ

口
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第 1節第I期の確認調介概要

壷で、同一個体の小片も土塙の埋積土中層から少量出土している。

周辺からの出土遺物には5の須恵器と 6・7の土師器がある。 5は球形を呈する壷の体部、 7・8

は土師器杯で、いずれも古代1I期でも後半に比定されるだろう。

T 15・16は、 TSを設定した尾根と後述のT21を設定した尾根の中間にあたる谷部に設定したトレ

ンチで、比較的急斜面である。低い地形での土地利用や、遺物の流れ込みを期待したが、いずれの成

果も得られなかった。

T20は、 Tl5の北西方のやや高所に設定したトレンチである。地山面では、下位では溝状のくぽみ

などが認められるが、平面的な広がりは不明である。

T21は、今回の確認調在では最長のトレンチで、城内遺構の存在が期待された比較的平坦部分をもつ

尾根線上に設定した。

雑木林の中での発掘実施、一方で樹木の保全について気を配りながら残暑の厳しい 8月下旬からか

ら9月にかけての調査は、蒸し風呂の中での作業であった。

第17図に掲げるように、最終的にT21を中心ラインとし、両側に 8本のトレンチを設定した。 T24

から南東方でおもに須恵器を中心とした出土遺物がH立ち、土堀や柱穴も検出されている。なお、 T

48は、 W期に追加設定したトレンチで、出土遺物はもっとも多い。

T21で検出された遺構については、第17-19図に掲載する。土堀 lは、比較的平坦な地点で検出され

た不整形な土堀である。焼土や炭を含む埋積土は付近での居住や日常生活の営みを示していると推察

される。出土遺物には9・10の須恵器があり後者は完形に近い残存状態である。時期的には、古代I

から 1I期前半に比定されるだろう。 t堀の壁面の一部には、加熱痕跡があるが全体の規模は明らかで

ない。のちにT48を設定したが、土堀の延長部は現れなかった。

土壊2は、形状から柱穴と考えていたが、古代以前の「落し穴」が検出されたことから、その可能

性も指摘しておきたい。出土遣物が認められないので、時期的な断定は避けたい。

NW 

5
 378.5m 

゜ 376.5m 

l 表上

2 暗灰禎色土 (2.SY4 / 2) 

3 オリーブ褐色土 (2.5YY4 / 3) 

4 黄褐色砂質 I.(2.5Y 5 / 4) 

，； 英褐色土（真砂土混人）

6 暗I火黄色土 (2.5Y4 / 2) 

7 黄褐色砂質十:(2.5Y5/1) 

8 にぶい黄色砂質上 (2.5Y6 / 4) 

9 偵褐色砂質土 (2.5Y5 / 4) 

10 陪灰黄色砂質J.:.(2.SY .'i / 3) 
11 にぶい黄色土 (2.5Y6/4)

12 灰黄色砂質土 (2.5Y7 / 2) 

13 黄褐色 I.(2.5Y5/ 4) 
14 英灰色土 (2ぷY6/l)

15 明黄褐色土 (2.SY7 I 6) 

16 暗灰黄色十 (2ふY5/2)-灰黄色+.(2、W6/2)黒色t混
17 にぶい黄色上 (2.5Y6/ 3) 

18 にぶい黄色土 (2.5Y6/3)

第14図 T15土層断面図 (1/100)
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第 1節第I期の確認調介概要

第17図 T21-25、T27-29、T48配置図 (1/400) 
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8 黒色炭層
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10 暗灰黄色 I.(壁而は加熱）

11 賠灰黄色土
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第18図 T 21土壊1、出土遺物 (1/30• 1 / 4) 
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±堀3・4は、いずれも T21南端付近で検出された浅い土堀で、前者には埋積土には炭が含まれる。

出土遺物は認められないが、付近からは第20図に掲げる11・13・14・16・17などの須恵器が出土して

し立る。

柱穴 1は、径約45cm、深さ約40cmほどの円形を見する柱掘り方で、地山を掘りくぼめている。周辺

の批張によって建物の平面的な規模は判明すると息われる。

T22はT21の上位南西方に設定したトレンチである。発掘着手間もなく、土堀 5と土堀 6を検出し、

当時は柱穴と考えていた。第22図のように、それぞれに大きなレベル差があり、同一の建物を構成す

の可能性も拾てきれず、古代にる可能性は少ないと判新される。 また一方で、古代以前の 「落し穴」

比定される遺構とするには、やはり周辺の平面的精在を待たねばならないだろう。
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第23図 T24土堀7 (1 /30) 
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第22図 T22土堀5・6、出土遺物

(1 /60• 1 / 4) 

ただ、このトレンチからは、 20-22の須

恵器片が出土しており、注意する必要があ

る。

T23は土層斬面図を割愛するが、 18・19

の須恵器片が出土している。

T24は上位は比較的平坦で、中ほどから

緩やかな斜面に移行する。上位では第25図

に掲載する23-25の須恵器のほかS1のサ

ヌカイ l、製石鏃が出土している。中でも須

恵器破片の出土が日立ち、特に大型容器と

しての甕の体部破片が著しく多い。

また、土師器片も図化はできないが少な

からず出tしており、この地点での居住す

なわち、少なくとも一時的にせよ、日常生

活が営まれたことは確実であろう。

一方、石鏃の出土は、すでに触れた「落

し穴」の可能性がある土贋との関連性を物語る遺物と理解すべきかもしれない。

土堀 7はT24の下位で検出された。土堀の園圃の一部には被熱部分、埋積土には焼土塊が含まれる。

すぐそばから25の須恵器が出±しており、古代 1期の遺構と考えられる。

T25は、 T21下方の南に設定したトレンチである。第26図のように、比較的平坦な地山面が検出さ

れている。出土遺物には、 26・27の須恵器がある。

土城 8はT25の上位で検出されたやや大型の土堀で、長円形を示す。深さは約60cm以上もあるが、

性格や時期は不明である。

土塙9は底部に小穴があり、これもまた土堀2に類似している点で共通し、「落し穴」の可能性を考

える必嬰がある。
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設定したトレンチである。上位は

緩やかであるが、下半は急峻な地

形となる。上位での出土遺物に28

の須恵器横瓶片がある。

T28は、土層断面図を割愛する

が、 29・30の須恵器が出土してい

る。露頭岩が目立つ地形である。

T29は、
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定したトレンチで、尾根上の下位

ではあるが、比較的平坦な地形を

示す位置を占める。中ほどで銹化

がH立つ細かな鉄片が散布する地

点があったが、鍛冶を示す関連遺

物はまったくみられなかった。

上位を中心に第32図に掲載する

須恵器盈31・32と土師器甕33が出

土している。 33は炊飯あるいは煮

沸に欠かせない謂理に直接関わる

t器であり、 この尾根線上で日常
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的に使用されたことを示す頂要な

遺物と考えられる。

T48は、第W期に発掘調査を実

施したトレンチであるが、本節に

収載する。

追加設定した目的は、 T21で検

出した土壊 lの広がりと周辺の確

認であったが、上位を拡張したに
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8 にぶい橙色粘質土 (7.5YR6/4)真砂土混 13 浅黄色砂質土 (2.5Y7 / 4) 

9 灰褐色粘質十:(7.5YR6/2) 11 赤褐色粘質十:(、:iYR1/fi)
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10 にぶい橙色細砂 (7.5YR7 / 4) 

第34図 T48土層断面図 (l/100) 

もかかわらず前者については広がりを確めることができなかった。

しかし、上位では 2か所の土壊状の掘りこみを確認した他、豊富な出土遺物（第35図）を得ること

ができた。 34-38は須恵器蓋で38以外はすべて天井部にツマミを持つ。 38はやや大型の蓋で、杯に対

応する蓋ではなく、甕などの容器に使用された可能性がある。

39-41は杯である。 37は外方する高い高台を持ち、古代l期の特徴を示す。 41は｛本部の下位に波状

文が巡らされている。杯にこのような装飾が施されることは稀で、製作地の特定など今後の興味深い

検討課題の一つである。

42は漆が付着した須恵器平瓶の体部片で、破片の割れ口にも付着していることから、漆の容器とし

て持ちこまれ、そのまま割って中の漆を使用したことが考えられる。漆の用途は広汎かつ有用で、城

内でどのような作業で使用されたか興味深い。

43-46は須恵器甕である。おもに｛本部の破片がH立ち、巻頭カラー図版7-1にも掲載している。

体部外面は、平行タタキを施した後カキH調整で仕上げられる破片が多い。すべての破片の内面には、

同心円タタキが施されている。 47は須恵器壷底部で、器壁は分厚い。

48は土師器甕である。やや長胴となる容量の大きいもので、煮沸等に使用されたものであろう。体部

外面には細かいハケ調整痕跡が残る。

以上の土器は、古代I-II期に比定されるもので、鬼城山の築城時期や存続期間を示唆する重要な

遺物と考えられる。

第2節第11期の確認調在概要

第1I期の確認調在は、すでに述べたT7・T 8の西側、未調査の市有地部分から北方にかけて実施

し、県有地部分で早くから存在が知られていた第l群礎石建物までの広い範囲を調査対象とした。調

査の過程で、 T54で北門北側の版築土塁を精査することができ、さらにT59では、新たな礎石が姿を

現し、後に設定したTl23と周辺の精査により礎石建物6の存在が明らかとなった。

前節同様、第1I閉に発掘調査を実施し、以降に近隣に設定したトレンチについても、実施時期にこ

だわらず、先行してその調査結果を収載することとしたい。
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鬼城山の背後といえる西側城郭線は、鬼城山の南東側に

存在する敷石や高石垣や城壁• 水門など諸施設と比較して

H立った防御施設が知られていない。その点についての解

明も、今回の確認調査の一つの目標でもあった。

T4は、設定した 1、レンチである。

んだ西側に位買する。上位は比較的平坦で、下半から急激

に値斜する。上位平坦部で検出された土堀は、内部に花岡

岩を主体とした人頭大の礫が埋積している。

石土堀は、

T 7の遊歩道をはさ

このような集

T3の土堀3とも類似し、城内各所でも存在す

る。敷石などに使用する石を小割りにし、選別集積した可

能性もある。 トレンチの北端で円形に赤変した部分がある

が、性格は不明である。

49は須恵器壷の底部片で、外方する高台をもつ。長頸壷

の可能性が高い。

TSはT4の北側に、ほぼ平行して設定したトレンチで

ある。緩やかな斜面は、直線的な形状を示し、近代の砂防

工事の影響を受けた可能性もある。

T13は、外郭線がやや西に張り出した空間的にも広い地

点に設定したトレンチである。何らかの遺構が残っている

可能性も十分に考えられた。 トレンチの西端では、地山が

高まりとして整形されたとみられる痕跡が残るが、版築や

柱などは確認できなかった。

Tl4は、遊歩道に平行して設定したトレンチである。自

然石の露頭が随所にみられ、地山面までは浅く、出土遺物
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3 明黄褐色砂質土 (lOYRG/ G) 

4 淡黄色微砂 (2.SY8/:i) 

5m 

第45図 T51土層断面図 (1/100) 

南城内側高位部からは、段差がつき平坦面が形成される。北端下位ではわずかな地山の高まりが観

察される。このT52とT53の間にはわずかな列石を伴う土塁の痕跡が残され、西側下位には神籠石状

列石が残存する箇所もある。

T53は北側塁線状に設定したトレンチである。塁線に直行する部分（第45図下段）と平行する部分（第

45図上段）にカギ形に設定した。人工的な土盛りはおそらく流出したものとみられるが、その悲礎と

なる地山整形の痕跡は、上位でわずかに認められる。

T54は北門の北側、明瞭な土塁部分と下位の神籠石状列石が観察される箇所に設定した）、レンチで

ある。

発掘に際しては、 トレンチの設定位置が急斜面であることや、掘り上げる土鼠や償き場所の確保な

ど通常のトレンチの数倍の配慮が必要で、しかもきわめて堅硬な版築層の掘り下げは難渋した。多数

の作業員を一時に投人することは発掘道具の使用が著しく制限されるため、数名の作業員を専従とし

て作業を進めた。

最終的に、第46図に示す良好な土層断面の観察が実現した。土塁の現存する高さは、神龍石状列石

が築かれた地山から約6mを測る。

土塁の築成は、まず地山の整形の後、段切り地業をした平坦な最下段に神籠石を敷き並べ、城内寄

りに控え積みの石を配した上位におよそ 1mほど丹念な版築作業を行っている。この版築層は第46図

の網掛け部分で示し、淡黄色、淡灰色、淡橙色のほぼ水平の互層が認められている。それぞれ非常に

硬く締められ、掘り起こすと板状に剥がれるほどであった。

海抜349mあたりからは版築層の原みが変化し、やや疎となる。地山の整形このあたりから緩やか隣

り、塁線と平行した溝状のくぼみが掘り込まれている。これは、段切り作業後、神籠石状列石を敷き

詰める前後に掘りこまれた可能性があり、工事の妨げになる雨水や土砂の流人を未然に防ぐH的で

あった可能性もある。

さらに海抜351mほどまで土塁を築いた時点で、塁線に沿った布掘りが掘りこまれ、上層断面に直径

約40cmの柱痕跡が観察された。反対側の墜面は第47図に示すが、当初は布掘りとは気づかず、柱とそ

の掘り方と理解していたが、整備委員会の席上、委員の指摘により精査した結果、現れた断面である。
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が観察された。

土塁高位部は一目で塁線とわかる

高まりが連続し、数10cm掘り下げた

位置に、平行して 1列の上部列石（第

47・48図）

T55は、

が並ぶ。
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この列石の意味
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山

はよくわからないが、塁線工事の目

印あるいは標識のような性格が考え

られるかもしれない。

この土塁の下位版築土層断面につ

いては、記録（実測・写真撮影） 1乍

業終［後、反転剥ぎ取りを行い、巻

頭カラー図版8-2に掲げるように

表装した状態で保管している。

T53とT54のほぼ中間に

設定したトレンチである。

第50図に掲げるように、外郭の塁

線と直行した土層晰面では、地山の

整形とt盛りの痕跡が観察される。

なお、後述する第W期にこのトレ

ンチのさらに北側にT49を設定し、

精在の結果、柱穴や土塁が検出され

ている。（第83・84図） T57/よ、 ~ti~IJ

外郭線と II群礎石建物のほぼ中間、

酉側谷部に設定したトレンチである。

かなり急な印象を受ける斜面である

が、下位の包含層から少量の土器が

出土している。 50は、小型の蓋で内
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面にカエリをもつ。51は睦の可能性がある口縁部小片である。52・53はいずれも土師器甕口頸部片で、

長胴のタイプの中型器種と考えられる。

さらに 1I群礎石建物に近い地点に設定したトレンチである。T58は、 T57に比べると地形はやや緩

やかになる。

この地点へのトレンチ設定は、当籾はII群礎石建物の西側への広がりを確かめる目的もあったが、

礎石や地山面の地業痕跡などを確認することはできなかった。

T59はT58の反対側の谷部、遊歩道を挟んだ北側斜面に設定した トレンチである。 トレンチ設定後
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の雑木の伐採や消掃の際、すでに礎石と考えられる巨石が露見しており、屑囲の十分な表面観察も必

要と考えられた。

後に設定したT123との位罹関係は、第53図に掲げるとおりである。北方に転倒移動した石は、その

間隔から同一礎石建物の桁行部分と考えられ、移動の原因はおそらく近代、明治期の砂防工事による

土取り作業によるものと推定される。

T59の土層断面では、礎石建物を建築するための造成痕跡は、ある程度地山面を水平に近く削平し

た形跡を認める以外不明瞭である。

しかし、 T123では高位部の段切り造成が明瞭で、建物の北側部分は盛り土による造成、高所は地山

のカットという比較的単純な工法が採川されている。

したがって、南側高所の礎石を確認したT123では、第56図のように地山面に直接礎石を据えず、ま

ず礎石を埋置するための一回り大きい柱穴を掘り込み、掘り方内に根石を添えて据え岡いたことがわ

かる。

礎石建物の規模は、第57図に掲げるように 5X2間の側柱建物であることが復元推定される。桁行

の柱間は、約10尺等間と考えられ、 II群礎石建物とほぼ共通する。

T123からは、須恵器盗54、壷56のほか土師器杯55、平瓦57が出土している。 54・56は古代1期かII

期、 55・57は古代川期に比定される。なお56の器形は特徴的で、生産地について類例を精査したい。

また、瓦の出土は 1点のみで、礎石建物が瓦葺であった可能性は検討を要する。 55はII群礎石建物周

辺でも破片が出土しており、 9但紀代に比定される。
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T60は、 T123の東方へ設定したトレンチである。T59やT123で礎石建物6の存在が明らかとなり、

同一のレベルでの新たな礎石建物の存在や、

追及する必要を惑じたからでもある。

たとえ礎石が移動していても残される、地山整形痕跡を

トレンチ上位では、第 5層で炭層が確かめられる一方、地山を平坦に削平したような形状も観察され

たが、出土遺物や礎石の手がかりは得られなかった。

T62はI群礎石建物群を形成する、礎石建物l （従来の呼称では城庫 1) と礎石建物4 （従来の呼

称では城庫4)

した。

の間に設定した、ほぼ北西⇔南東方向のトレンチで、建物付近にサブトレンチを増設

第59図に掲げるように、礎石建物が存在する平面の背後は、比較的緩やかな斜面で、中ほどで段切
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第62図礎石建物2 (1/80) 

第2節第1I期の確認調介概要

りの形跡とみられる1項斜変換点が観察

される。

T62西側、礎石建物4付近で出土し

た遺物に、 58・59の須恵器がある。 58

は甕か壷の薄手の体部小片で、内面に

は同心円タタキが施される。

59は蓋で、比較的T晰な作りが看取

され、古代l期から II期に比定される。

60は、須恵質の瓦塔片である。礎石

建物lの東側で表面採集したが、原位

償を保っているかは不明である。本瓦

葺きの様子を、型押し技法を駆使して

巧みに表現している。

この遺物は、礎石建物の性格を示唆

する嬰素を強く示しているが、この 1

点によって礎石建物が仏教的な施設と

断定することは早計であろう。

第60図は、確認調在の傍ら地形測星を実施した成果である。これにより南北約65m、東洒約35mの

範圃に、 4棟の礎石建物が配償されていることや、礎石建物 lと礎石建物4は、棟方向が一致するこ

とも併せて正確に把捏された。

礎石建物3の北東方約20mで発見された礎石建物7は、礎石建物1-4に使用されている礎石とほ

ぼ詞じ大きさの花岡岩が散乱している箇所に想定している。規模は不明であるが、浅い谷を挟んで礎

石建物 lの南東方約20数mのほぼ詞ーレベル上に、対摘して建築された可能性が高い。

さらに、必要最低限の清掃の後、礎石建物 1-4の個別の実測図作成も行い、第61-69図にトレン

チ土層術面図も加え、第VI期に実施したトレンチについても掲載する。

礎石建物lは、 3X3間の総柱の礎石建物で、鬼城山で最初に発見された礎石建物である。一部を

除いて、礎石のほとんどは原位岡を保っていることが観察され、桁行の柱間距離は 8尺前後、梁間は

7尺弱である。礎石は、母岩を粗割りにした60cmから 1m前後を測る花岡岩が選ばれている。平らな

面を上にし、下部には根石を補強し、水平に据え閻いていることが斯面観察により明らかとなった。

礎石を骰く場所の地山を掘りくぼめたような箇所もあるが、基本的には平らに整形した地山面に直接

礎石を配したことが考えられる。したがって、全体を掘りくぼめて、版築基壇を造成した形跡は観察

できない。

礎石建物2は、確認されている礎石建物の内、北端の下位に位置し、もっとも小規模な建物である。

3X3間の総柱建物で、礎石の大半は原位置に残されている。礎石の一部には、円柱の痕跡と思われ

る円形の変色を認める。柱間は6尺前後を測る。

第63図に掲載するように、背後の地山整形痕跡が明瞭に観察されるが、建物の「軒の出Jを考慮す

ると雨落ち溝なども検出されず、かなり雑な地業が行われた印象を受ける。

この礎石建物2の北方へ、 T66・T65を設定したが礎石建物の存在は確認されなかった。
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第2節 第lI期の確認調査概要
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建物の南よりの身舎内部で、浅い長円形の土欺が検

出された。炭を多く含む黒褐色を呈する上層からわ

ずかな土師器片が出土しているが、正確な時期や性

格は不明である。

第67図の土層断面図では、礎石を据え置く場所の

地山を掘りくぼめた様子がよくわかり、一部には根

伍が残る。

礎石の上面は、ほぼ水平に保たれ、地山を掘り<

ぼめる深さの調整が人念に行われたことを示してい

る。

南西隅の礎石は、板状の薄い石材を用い、地山と

の間に根石を置く。地山のレベルが高い位岡では、

礎石の掘り方もみられない。

したがって、

版築甚壇まで造成せずとも、不同沈下は生じなかっ

たのか、

この程度の規模の礎石建物であれば、

あるいは、建築に要する期間短縮が、 この

ような簡便なI法を選択したことに反映されている

のかも知れない。

礎石建物4は、礎石建物3の北西方約20m、礎石建物1の南洒方約20mに位骰する。

4X3間の総柱の礎石建物で、北東から南西方向を示す棟方向は、礎石建物lとほぼ一致している。

一部の礎石は、抜き取られるかあるいは、移動したりしているが、表面に現れている礎石の残りは、

比較的良好である。

身舎は、北方の礎石建物1よりひとまわり大きく、

示している。

l群礎石建物の中では、 もっとも大きい規模を

また、北東隅の礎石は、長径約180cmを越える巨石を使用している。 この事実は、地山の低い位置に

当たる側へは、高所側に使用する伍材に比べると、より大きな伍を選択する傾向を示しているともい

える。
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西辺桁行では、第69図上段に示すように、礎石を据え置いた浅い掘り方が明瞭に観察される。南西

隅の礎石は、人為的に転倒しているが、わずかに浅い掘り方が残存している。

なお、 一部の礎石には、根石が効果的に用いられ、礎石の下位側面に密着するように配されている。

東側の桁行は、第68図の礎石断面をみる限り、かなりの傾斜が生じているが、

認められず、建築時にはあらかじめ柱の長さを調整していたのかも知れない。

H立った不同沈下は

第69図下段の土層断面図には、南方に足場穴とみられる第22層断面が現れている。礎石との位置や

距離から、 一定の造成が礎石の配置後に行われ、その後建築が始まったことを示していると思われる。

以上の 4棟の礎石建物は、規模が同ーなものはなく、棟方向を揃えるのは礎石建物 1・4のみであ

る。また、雨落ち溝など付帯する遺構は、確認できなかった。
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第72図礎石建物5周辺地形図 (1/300) 

何らかの遺構の検出が期待されたが、なだらかな緩斜面が検出されたにとどまった。また、出土遺物

もまったくみられなかった。

T65は、 Tl24の浅い谷を挟んだ下方約30mに設定した 1、レンチである。 I群礎伍建物の広がりを確

認するために設定したが、期待された礎石や地山の造成痕跡は、認められなかった。

下位には、自然の露岩が密集するが、人工的に敷き詰めた状態ではなく、凹凸が目立つ。 I群礎石

建物からはlOm以上レベルも下がり、大きな地形改変やその後の造成I事は行われなかった地点とみ

られる。

II群礎石建物は、早くからその存在が知られていたが、考古学的な発掘調査は、 I群礎石建物同様

実施されておらず、今回 3 本のトレンチを設定した。併せて、地形測量と礎石• 基壇南側列石の実測

も行った。

礎石建物 5は、東西の棟方向を示す側柱建物で、今回の測量調査を実施した結果、 6X2間の規模

が推定されるに至った。現存する確実な礎石は、 6石でTll6にかかる部分では、根石の残存が認めら

れる。北側桁行の 1石では、地山を掘り込んだ礎石据え付けの掘り方が確かめられている。

南側の列石は、化粧甚壇の石積みと考えられるが、韮壇そのものは版築造成は行われていない。高

位は地山削平、低位南側は造成地業を行っている。

この周辺では、従来から瓦や土師器の出土が目立ち、 トレンチ出土あるいは表面採集遺物の一部を

第75図に掲載する。 61·62は、 Tll6の造成土中から出土した須恵器蓋• ±師器杯で、前者は古代lな

いし I1期に比定される。 63・64は古代1V期、平安時代中頃以降に比定されるだろう。

T67は、 Tll6の約14m東に平行して設定したトレンチである。地表面からわずかな深さで、第76図

に示すような小規模な列石が検出された。地山面では、 3本の柱穴が検出され、掘立柱建物を形成す

る柱と推定している。柱間距離は、約7尺前後を測る。

出土遺物には、第78図に掲げる須恵器• 土師器・瓦がある。須恵器蓋69や甕72は、造成土から出土

した遺物である。掘立柱建物lがこの時期すなわち、古代I1期より古い可能性を示しており、このこ
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第78図 T67出土遺物 (1/ 4) 

とは同時に、礎伍建物5より古い前身建物の存在を示唆していると考えられる。

瓦76-81はすべて平瓦で、 Tll6およびその周辺から出土する平瓦と共通する。凹面は布目、凸面は

荒い縄目が観察される。

T68は、 T67の東方約6mに設定したトレンチである。上位から一段下がった平坦面で、溝状の掘

り込みと柱穴を検出している。柱穴はやや隅丸方形を星し、柱痕跡も観察される。掘り方はやや浅い。
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第4節第W期の確認調介概要

第4節第N期の確認調査概要

第W期の開始は、 11月末日に開始した。城内の中心部から北辺部、旧第 2城門付近にかけての広範

な城内に18本のトレンチを設定した。

このうち、第 I-川期に実施した確認調在の補足精査が必要な箇所にも追川設定したT48・T67を

含み、この期間内に発掘を実施したが、最寄りの初出関連 l、レンチと併記した方が理解しやすいので

それぞれ前送りして、第1I期、第川期に併載した。

また、 4本のトレンチで「落とし穴Jとみられる円形の土堀が相次いで検出され、鬼城山一帯が、

縄文時代にさかのぼるハンテイングエリア（狩猟場）であったことを示す具体的な遺構が明らかとなっ

た。このうちT91からは石鏃が出土している。

T49は、 T55のすぐ北に設定したトレンチで、北門の西方約40mの「折れ」にあたる。この部分は、

鬼城山内辺背後の城郭線が、残存する土塁や列石として、比較的良好に確認できる地点にあたる。

実戦に際して、外敵が直接的に侵人する可能性は低いとみられる西側ではあるが、背後の守りも決

してf薄ではなく、随所に士塁の残存部を観察することができる。

w~ 

358m 

359m 

1 ]i. 土 0 2 m ― 2 腐食表十．

3 オリーブ色砂質上 (5Y5/4)堅緻

4 灰オリーブ色砂質土 (.'iY5/4)昭緻

5 浅黄色細砂 (2.5Y7 / :J) 

6 仄白色粗砂 (10YR8/ 2) 

7 戊侠恰色細砂 (10YR8/4) (褐色プロ'}ク含）

8 にぶい黄i登色細砂 (lOYRG/4) (褐色ブロック含）
9 淡黄色粗砂 (2ふY8/:l)

10 黄褐色粗砂 (2.5Y5 / 4) 

11 I火黄色細砂 (2.5Y6 / 2) 26 I火白色粗砂 (10YR8/ 2) 

12 にぶい黄色細砂 (2.SY6/1) 

13 にぶい黄色細砂 (2.5Y6/ 4) 

14 にぶい伍栢色細砂 (lOYR6/ 4) 

15 /'!<ell色粗砂 (10YR8/ 2) 
lo にぶい黄橙色粗砂 (lOYR7/3)

17 にぶい焚恰色粗砂 (lOYR7 / 2) 

18 lfcL」色粗砂 (2.5Y8/1) 
rn 灰黄褐色細砂 (lOYR6/ 2) 
20 黄褐色砂質上 (2.5Y5 / 3) 

21 にぶい偵色砂質土 (2.W6/ 3) 

22 浅黄橙色粗砂 (lOYRS/ 4) プロソク状

23 にぶい黄色砂質 I:(2.5Y6 / 3) フロノク状

24 灰英褐色細砂 (lOYR6/2)

25 黄褐色砂質土 (2.5Y5/3) 

27 にぶい黄色砂質十 (2ぷY6/3)

28 にぶい黄橙色細砂 (lOYR7 / 4) 

29 にぶい伍朽色細砂 (10YR6/ 4) 

30 灰黄色微砂 (2.5Y7 / 2) 

31 灰黄色微砂 (2.5Y7 / 2) 

32 灰白色粗砂 (2ぷY8/ 2) 

33 灰黄色微砂 (2.5Y7 I 2) 

:H にぶい黄橙色微砂 (10YR7/2)

35 明黄褐色細砂 (10YR7/4)

36 U)]偵褐色粗砂 (10YR7/6) 

第83図 T49土層断面図 (1/60) 
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1 l 橙色細砂 (7.oYR7 I 6) 2 灰白色細砂（りYS/1)

3 にふい黄橙色細砂 (lOYR7/2)

。八\I~ — 
1 灰白色細砂 (:iY8/1)

5 にぶい黄橙色細砂 (lOYR7 / 4) 

6 にふい偵朽色細砂 (lOYR7 /3) 

7 にぶい黄橙色粗砂 (lOYR7 /3)柱痕跡

8 灰黄褐色微砂 (lOYRG/2)

9 にぶい黄朽色細砂 (10YR6/3)

10 にふい黄褐色細砂 (lOYR5 /3) 

11 灰黄褐色微砂 (lOYRfi/2)

12 にぶい黄橙色細砂 (lOYR6 / :l) 

13 J火白色粘質土 (lOYR7 /1) (恨巻き粘土）

11 にぶい黄色徴砂 (2.5Y6 I 3) 

15 灰黄色徴砂 (2.5Y6 / 2) 

16 暗灰伍色粗砂 (2りYり/2) 

17 浅黄色細砂 (2.5Y7 / 3) 

18 にふい黄色細砂 (2.5Y6/3) (褐色プロ j ク混）

゜
2m 

第84図 T49柱穴 (1/60)

第83図の土層斯面図では、第I1期で概述したT54の版築土塁下位とは様相が異なり、城内側上位に

みられる、幾分粗い土盛りによって土塁が築かれている。したがって、厳密な版築とは認められず、

発掘時の掘削作業はT54の堅硬な版築層に比べると格段に容易であった。

T49下位では、第84図に掲げる柱穴が検出された。地山を掘り込んだ掘り方は 2m以上の方形を示し、

径約40cmの柱痕跡を残す。柱の痕跡は、黄橙色の粗砂が埋梢し、締まりがなく軟質である。

層位的にみると、柱を立てた後順次t塁の盛り上げ作業を行っていることがわかる。また、柱痕跡

の周壁には、根巻き粘土が部分的に観察される。

T49上位土層断面（西から）
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第4節 第W期の確認調介概要
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表 1:-灰黄色 I

淡侠褐色土（真砂土少し合む）

淡黄灰色

明灰黄色

英橙褐色土（粗砂混じり）
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第89図 T85土層断面図 (1/100)
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表 1:-淡黄灰色 I:
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淡灰英紺色土

灰黄褐色十（粗砂含）
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第90図 T86土層断面図、出土遺物 (1/1 00・1 / 4) 
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表十．

灰白色砂質上 (2.5Y7/1) 

にぶい偵色砂質土 (2.5Y6 / 3) 

明黄褐色細砂 (lOYR7 I 6) 

灰黄色砂質 I.(2ぷY7I 2) 

浅焚色砂質土 (2.5Y7 / 3) 

浅黄橙色細砂 (lOYR8I 3)地山礫多

にぶい黄橙色微砂 (lOYRG/:l) 

にふい黄橙色細砂 (lOYR6I 4) 

侠朽色細砂 (lOYR8/6)地山綬多

362.5m 

s
 

゜
5m 

第91図 T87土層断面図 (1/100)

T72は、 l群礎伍建物の東方約100mの下位に設定したトレンチである。 T78とともに北方へ張り出

す尾根線上での遺構の存在確認を主眼として設定したが、地山面の削平痕跡が認められた以外、遺構

は存在せず、出土遺物も皆無であった。

T73は、より I群礎石建物に近い北斜面に設定したトレンチである。地山を段切りした痕跡が観察

され、下方には砂防工事による石垣が構築される。遺構、出土遺物は認められなかった。
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T78は、 T72に近接して設定したトレンチである。第87図土層

浙面図に示すように、「落とし穴」とみられる掘り込みが検出され

た。

設定場所は多少の起伏があるが、比較的平坦で古代の遺構検出

が期待されたが、出土遺物も含め成果は得られなかった。

T83は、 T78の東下方へ設定したトレンチである。地山上には

厚い堆積は存在しないが、 88・89の須恵器小片が出土している。

次期、第V期に設定したTl21は、このトレンチを補足する H的も

あり設定した。

T85・T86は、北門の東方約100mの急坂を登り切った平坦面に

設定したいずれも東西方向のトレンチである。旧第 2城門の南方

100mにもあたる。

明確な遺構の検出はみられないが、 90-92の土師器が出土して

いる。 90はT86、91・92はT85から出土した土師器lIIlで、いずれ

も口緑音［内血に灯心油痕が残存する。油痕はきわめて小さく、長

時間、恒常的に使われたのではなく、

く、修験道などの

しれない。

ごく一時的な使用による痕

図
N
6
抵

跡と考えられる。時期的には、古代1II期に比定される可能性が高

「火を使う」祭事に深く関わる遺物であるかも

T87は、北門の東約70mの西に値斜する斜面に設定した）、レン

チである。地表面に現れた起伏でもわずかに観察できるが、中ほ

どで段切り状の地山カット部分が明瞭に検出された。

地業を行った箇所は、

このような

l群礎石建物が建築された谷部で観察され

たが、付近に礎石は見当たらない。

位岡的には、北門から、谷裾を経て東門に通じる間道にあたり、

城内の幹線道路が造成された痕跡である可能性もあながち比定で

きない。

゜
5m 

第93図 T90土層断面図 (1/100)
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T89は、鬼城山北端の旧第2城門と呼称された突出部に設定したトレンチである。 T88・T90とと

もに、 この尾根線の張り出し部分の精在をH的として確認調査を実施した。

T89の西側下位では、人工的と見られる削平が観察されるが、砂防工事による可能性が高い。 T90 

は、 T89の北側にほぼ平行して設定したトレンチである。地山は、比較的平坦に削平されているが、

遺構の存在を確かめることはできなかった。また、出土遺物もみられない。

この場所には、巨石がかたまっている地点もあり、い
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かにも出人り口に想定できそうな窪地もみられるが、現

在では、門の存在は否定されている。

T91は、 T86のすぐ東側に近接して設定したトレンチ

である。上位は比較的平坦、東方へ緩やかな斜面となる。

上位地山面で、第95図に示す土堀が検出されている。

最大径約140cm、深さ約160cmを測るほぼ円形を呈する深

い土壊で、壊底のほぼ中央には径約20cm、深さ約25cmの

小穴が掘り込まれる。大人がすっぽり人れるくらいの大

きさで、埋積土上層から S2のサヌカイト製石鏃が出土

している。

図
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<$$)> 

S2 

0 3 cm 

一 ゜
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第95図 T91土壊、出土遺物 (1/30・1 /2) 
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土堀の形状から、縄文時代にさかのぼる

落し穴と考えられるだろう 。

T91では、 93の土師器小片が出土してい

る。古代川期に比定される可能性が高い。

T91の南側に設定したトレンチ

図
9
6
~

で、南東方の尾根線に沿う位置に当たる。

地形的には、緩やかな斜面で、多少の起伏

が認められるが、明確な掘り込みは認めら

れない。

第12・ 第13層は、炭を含み黄褐色ないし

黄灰色を星する。これらの土層からは、上

師器小片94-96の出土が認められている。

これらは、すべて同一個体の破片とみら

れ、甕あるいは甑のような深い容器として

の器種が想定されるが、加熱による変色等

は目立たない。

体部外面には、縦方向の特徴的な平行タ

タキが施されているが、 類例については不

明である。

第1V期の確認調査について調査概要を述

べた。確認調森に伴う写真撮影や実測作業、

埋め戻し作業は、 1999年末で終了し年明け

からは、第V期に着手した。
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第5節第V期の確認調介概要

第5節第V期の確認調査概要

第V期の確認調査は、 2000年明け早々 1月5日から着手した。計6本のトレンチを設定し、 1月中

旬の完Tを目指した。

最初に発掘着手したのはT121で、これは第W期、 T83の調査時に確認した出土遺物や列石に関連す

る補足調査を主眼とした。

T98は、先のT92を南東方に下った尾根線先端に設定した。近接してT97・99も設定、発掘を実施

したが、明確な遺構はほとんど確認することができなかった。

第97図はT98の土層浙面図である。北西方上位で土塙の一部が現れている。上面径約140cm、深さ約

120cmを測り、平坦に削平された底面は特徴的である。

検出範圃では、小穴は検出されていないが、形状や規模から推察すると、 T91のそれと同様縄文時

代の「落し穴Jと考えるべきであろう。

この土城の下方には比較的平坦な地山面が続くが、古代に比定される明確な遺構の存在は、確認す

ることができなかった。

T 121は、東方下位の第四水門から登ること約100mの南側尾根線上、先述の通り、 T83と東端で直

行するように設定した。 トレンチの中央付近は鞍部状をなすが、両側は削平されたような痕跡を残す。

第98図は、 トレンチの西壁の土層斯面図であるが、北端付近に大きめな伍を人為的に並べた箇所が

ある。

この地点は、一段低く、しかも平らに造成されたように見え、列石の背面は幾層かの埋積土が観察

Tl 21 列石（北から）
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第5節第V期の確認調介概要

される。列石は第99図のような平面形を示し、途中で屈曲させている。

この列石については、当初近代の砂防工事によるものと理解していたが、

城内での砂防工事に古くから携わっていた地元作業員、牧野勘ー氏のご教

示により、砂防工事とは無縁な構造物と判定された。したがって、鬼城山

築城当時の何らかの施設であった可能性が高くなったが、今回の調在範囲

では、その構築のH的を明らかにすることはできなかった。 トレンチの南

側では、ピット状の凹みも検出されている。
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第 3章 確認調杏報告
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される。列石の構築時期を知る手がかりと

なる遺物とみて良いだろう。

C 1の靴の羽口は、今阿の確認調査では

後述のTll3からも数点出土している。鍛冶
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両側では鍛冶工房が展開していた可能性が

底い。

第V期の確認調査では、すでに記述した

とおり、礎石建物6が発見された地点に追

加設定したT122とT123の2本のトレンチ

の確認調杏も併せて実施した。

後者では、建物の規模を確定する手がか

りとなる、明瞭な掘り方を持つ礎石を新た

に検出し、礎石建物の建築技術の一端を知

ることができた。

第6節 第VI期の確認調査概要

第V1期の発掘調査は 1月17日から開始し、 2月中旬までに15本の確認調在を実施した。

対象箇所は、おもに城内北よりの遊歩道周辺部と、第l群礎石建物の東方約150mの下位尾根線上で、

礎石建物3に関連する Tl20もこの期に実施した。

この時期はもっとも寒冷な気象条件となり、幾度も降積雪に見舞われた。城内各所を移動しながら

の発掘作業、作業拠点の移動は困難を極めた。

T75は、第 l群礎石建物が立地する地点から、南東方向へ延びる尾根線上先端に設定した全長60m

のトレンチである。従来から何らかの施設が存在する可能性が指摘されており、地形的にも平坦な空

間が存在することから、遺構の検出が期待された。

第101図に示すように、地山が平坦に削平された形跡は確かに観察され、随所に炭を含む埋積土を持
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つく ぼ地もあるが、明瞭な

掘り方とは程遠い。

出土遺物としては、土師

器細片をわずかに認めるに

過ぎない。

T76は、 T75の東より部

分から南へ直行して設定し

たトレンチである。上位で

は緩やかな傾斜を示すが、

中ほどから下位にかけては

砂防工事の影聾、石垣や段

が残され、 最下位では急斜

面に移行する。

T77は、 さらに東方先端
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部に設定したトレンチであ

る。第103図土層断面図では、

地山は上位から傾斜面とな

り、 直上層では炭を含む灰

黄色の砂質土が堆積する。

最下位で、傾斜変換点があ

り、段差が観察される。出

土遺物は須恵器細片が数点

認められるが、器種・時期

は不明である。

T80は、

ヘ設定したほぼ南北方向の

トレンチである。多少の起

伏があるが、比較的緩やか

な地形を示す。

地山面では随所にくぼみ

や溝状の掘りこみを認める

が、古代に遡る人為的な造

成であるかは、不明である。

また、 炭や出t遺物もま っ

たく 認められない。

T82は、

T75のすぐ北側

T75の東下方約

40mに設定したトレンチで

ある。
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第6節第Vl期の確認調介概要

―二~==-ーー＿＿＿ 戸コ

゜
10cm 

第106図 T82出土遺物 (1/4) 

第105図に掲げるように、地山面は中途で大きな地形の変化は現れず、緩やかなi頃斜面が続くが、所々

にくぼみがある。

上位の地山直上層、浅黄色砂質土には少鼠の木炭が含まれ、 99の土師器甕が出土している。巻頭カ

ラー図版 8-3に示すように、ほぼ完形に復元することが可能となった。時期的には、古代l期か1I

期に比定される。

100は、トレンチ下位で出土した土師器である。 U径は約35cmを測る大型の甕で、特徴的なU緑部を

もつ。体部は比較的長胴になるとみられ、甑などと組みあわせて使川されたものであろう。 99と大差

ない使用時期が考えられる。

このT82でこのような土師器が出土したことは、先述のT75を設定したある程度の空間を持つ尾根

線上に、何らかの生活、居住空間が存在したことを示しているが、明確な遺構の存在を示す手がかり

は、近接して設定したトレンチからも確認することができなかった。

T102は、北門と東門を結ぶ中ほど、湿地を酉に臨むやや東よりの高位部に設定したトレンチである。

下位では、砂防I事による段が築成されるが、やや上方で土堀が検出された。最大径は50cmを越える

やや角張った平面形を示し、底面に小穴が掘りこまれている。小動物の捕獲をH的とした落し穴と考

えてよいだろう。

付近から出土した101は、縄文時代晩期か弥生時代前期と考えられる鉢あるいは、壷の底部小片で、

揚げ底である点が特徴的である。同じく土壊付近の第8層から出土したS3は、流紋岩製の石斧と考

えられ、扁平な形状を示す。これらの遺物から、土堀は古代以前と斯定することができよう。

T106は、第4水門と第 5水門の間、東西の厖根線上（遊歩道南側）に設定したトレンチである。東

よりの土層断面壁で、上面径160cmの土堀が検出された。安全のため完掘できなかったが、これも落し

穴の可能性が考えられるだろう。規模は、先述のT91で検出した土堀にもっとも近く、大型動物の捕

獲をH的としたものであろう。

T108は、 T106の東方に設定した小規模なトレンチである。上位では、地山が露出するほど地表面

の流出が認められた。

T109は、 T108のさらに東側、尾根線の先端に設定したトレンチである。人為的な地形の改変や、

柱穴などは、まったく確認できなかった。
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第 3章確認調杏報告

第7節第VI[期の確認調査概要

第VII期の確認調査は、 2月178に開始した。

第VII期では、 5本のトレンチを第VI期の袖足的な部分、すなわち第 5水門南側尾根線のTl08と、第

4水門との間、東門背後から北方へかけてT112-T 115を設定した。

Tll2は、鬼城山の東側外郭線にあたる位罹に設定したトレンチである。従来、このあたりだけは高

石垣や土塁の存在が明確に把捏されておらず、確認調査によってその手がかりを得ることをH的とし

た。第111図に掲げるように、かすかな地山整形痕以外、明瞭な版築痕跡や石垣は認められなかった。

Tll3は東門の背後に当る北西側、なだらかな屯根線の西斜面に設定したトレンチである。第112図

に示すように、かなり起伏に富む地形を呈しているが、北上方でトレンチを掘り下げていく過程で、

鉄滓や炉壁片の出土が目立った部分があり、最終的に第113・114図に示す竪穴遺構の一部が検出され

た。復元径約6m、残存する深さ約60cmを測る。床面および掘り方には柱穴も検出されているが、壁

溝は認められない。また、壁際にかなり大きな花岡岩がみられるが、竪穴の廃絶時に埋没した可能性

もある。

出土遺物は、周辺部や埋積土から多数の鍛冶滓とみられる鉄滓、炉壁片、炭、焼土をはじめ、須恵

器• 土師器片が出土している。鉄滓の中には、強い磁性を示す破片が確認され、鍛冶滓の可能性を示

唆している。また、少数ではあるが小鉄片も含まれている。

102は、竪穴逍構上層から出土した須恵器杯である。古代l期に比定される特徴を示す確実な須恵器

である。共伴する少量の土師器片は、すべて甕の破片とみられる。

C 2・C 3は靴の羽口である。いずれも竪穴遺構の埋積土から出土し、先端の溶融部分や赤色変化

池の下散布地

T112の位置（北西から）
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第3章 確認調杏報告
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M3 

O 10cm 

第113図 T113平面図、出土遺物 (1/200・1 / 4・1 / 3) 
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301m 

瓢
l にぶい禎色土

2 灰黄色土

3 淡黄色 l

゜
2m 

301m 

明灰英色土（最上層は）腐食土）

明黄色土

淡黄褐色 I.(炭含）

橙褐色上（炭合）

山黄色土

灰黒褐色＋．（炭多含）

第114図 T 113竪穴遺構 (1/60) 

S4 

゜
10cm 

第115図 T113竪穴遺構付近出土砥石 (1/3)
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4
 

w 

l 表上

2 偵褐色砂質土 (2.5Y5 / 2) 

3 明黄褐色砂質土 (2.5Y6 / 6) 

4 にぶい黄色砂質 I.(2.5Y 6 / 4) 

, 299m 

E 

゜
5m 

第116図 T114土層断面図 (1/100)

から明瞭な加熱使用が認められる。 Ml-M3は、いずれも椀形を示す炉底滓である。 Mlは、床面

から出土している。

S 4は竪穴遺構周辺の掘り下げ中に出土した砥石である。表裏に明瞭な使用痕跡が観察され、鈍い

光沢を放つ部位もみられる。鋭利な鉄器の製作・研磨に頻繁に使われたことを示す貰重な遺物と考え

られる。石材は流紋岩で、本来鬼城山山塊の花岡岩に恢人している石材の可能性もある。

以上の出土遺物は、竪穴遺構あるいはその周囲で鍛冶が行われ、鍛冶工房が存在した可能性を強く

示している。位置的に東門に近く、鉄索材の人手、鍛冶従事者の交流など、東下方の千引カナクロ谷

遺跡群との深い関わりを想定する必要があるだろう。

「どのような道具を」「何のために」製作したのか？築城に伴う諸工事で使川されるエ具であったの

か、あるいは築城前後に武器の製作も行われたのか？

この第4水門の西側谷部縁辺でのみ鉄関連遣物が出土しており、さまざまな工房群が集中していた

可能性もある。これらの平面的な広がりや機能の解明は、今後の鬼城山城内閲在の大きな課題といえ

るだろう。

第 8節第VIII期の確認調在概要

第VIII期の確認調在は、最後の長期発掘期間として 2月28日に開始した。 18本のトレンチを鬼城山北

緑外郭線部分と第 5水門付近、南門から第2水門北方の広範囲に設定した。

T31は、第1I期で確認調査を行ったT21から南方へ派生する尾根線南端に設定したトレンチである。

第117図土層断面図では、上位・下位それぞれ掘り込み状のくぼ地があり、上位からは少量の炭が土器

片（須恵器• 土師器）とともに出土している。

103は須恵器杯で、外方する高い高台を持つ。古代I期に比定される可能性がきわめて高い遺物と考

えられる。

T38は、 T31の北東方約110m、先HのT21を設定した広い尾根線が、下位で二股となる北側尾根線

下位に設定したトレンチである。第118図土層浙面図では、地山は比較的急傾斜を示す。出土遺物や明

確な遺構は認められない。

T94は、鬼城山北端の旧第 2城門の東方約80mに設定したトレンチである。遊歩道のすぐ北側に、

土塁状の高まりが連続する地点にあたる。

第119図には、土塁状高まりに直行する土層断面図を示す。東側では、明らかに砂防工事に伴う段造

成の痕跡が観察される。一定の地山整形が築城時に行われたことは確実と見られるが、版築や柱穴な

どの遺構は不明である。
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T47は、南門と第 3水門のほぼ中ほど、西寄りの平坦面

に設定したトレンチである。
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の周辺では、外郭線があいまいで、石垣や土塁などの施設

が表面的には不明瞭な場所である。第121図の土層断面図、

のように、人工的な地業痕跡や出土遺物は、確認すること

ができなかった。

T96は、 T95からさらに東方約100m、屏風折れの高石垣

から約150mに設定したトレンチである。第122図の土層術

面図では、上位で地山を平坦に仕上げた造成箇所がみられ

る。すぐそばには炭層が堆積したくぼ地もあり、何らかの

地業が行われた可能性がある。

T104は、 T96の東方約40m、第 5水門から約70mに設定

した l、レンチである。浅い谷部の緩やかな斜面にあたる。

出土遺物、明確な遺構は確認できなかった。

T110は、 T107のすぐ北側に設定したトレンチである。
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もっとも空間的な広がりがあ

T94の東方70mに設定した 1、レンチである。 こ

図
6
L
L
~

第124図のように、緩やかな斜面の中ほどに溝状の段が造成

されているのが確認された。時期は不明である。

Tlllは、今回の確認調査でもっとも低位に設定すること

ができたトレンチで、第 5水門の西方上位にあたる。

第124-126図に示すように、 トレンチ中ほどで高さ約l

゜

mほどの石垣が検出された。前面に石敷を伴い、横口梢み

に花岡岩を積み上げている。第125図は、周辺の遺構図であ

るが、北方の築堤と相対する位岡にこの石垣が造成されて

いることから、第 5水門の上位に築かれた水利施設の一部

と推定される。石垣背後の控え積み石の中から、古代l期

か1I期に比定される104の須恵器甕が出±している。

Tll7は、第 3水門の西方尾根線に設定したトレンチであ

る。かなり急な斜面であるが、下位に黄褐色の包含層が認

められ、第129図の須恵器のほか鉄滓も出土している。 105

-107は盗、 108は平瓶の可能性もある。 109は甕か壷、 110

は横瓶でほぼ完形に復元することができた。 ごく少量の土

師器も出土している。総社市教委の調査では、南門周辺で

出土遺物が多く、陶硯の破片もみられる。何らかの城内施
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第129図 T 117出土遺物 (1/4)

設が存在したことが想定され、鉄滓の出士も東門背後の鍛冶関連遺構との関係に注意を払う必要があ

る。

なお、第130図に掲げる須恵器杯111と須恵器壷112は、 T95とT103の間の遊歩道で採集された遺物

である。古代I11期に比定される。

第 9節 IX期の確認調育概要

最後の期間となった第IX期の発掘は、 3月17日に開始し、 29日にすべての記録や埋め戻し作業を終

える短期間の発掘調査であったが、計9本のトレンチを設定した。

調査の対象範囲は、第 2水門と南門の間の西側尼根線に鮨中したが、これはT31とT117での遺物の

出土により、その間の尾根線での遺構検出を期待したものである。

T33は、 T31の東方約40mに設定したトレンチである。第131図のように、狭小な鞍部をなす平坦面

には遺構は確認できず、また出土遺物も皆無であった。

T34は、 T31の東約40mに設定したトレンチである。第132図では、露頭岩も多く、超伏に富んだ地

形が示されるが、たぶんに砂防工事の少なからぬ影響が推察される。

T40は、 T34の東方約70mに設定し

二
戸

112 

゜
10cm 

第130図 T95-103付近遊歩道出土遺物 (1/ 4) 

たトレンチである。第133図では、多少

の地形改変がみられるが、大規模なも

のではない。出土遺物としては、少量

の須恵器細片がみられるに過ぎない。
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第131図 T33土層断面図 (1/100)
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T43は、 T40のさらに東に設定した 1、レンチである。第134図に示すよ

かなり平坦に削平された部分もみられるが柱穴などの遺構は認め

られない。出土遺物は近接する T41では、わずかな土師器片が認められ

ここでは皆無である。

IX期に設定した箇所は、南側外郭線のすぐ上方にあたるが、尾根線か

らは相当急峻な地形で、古代の遺構面の残存は低い可能性も考えられる。
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第4章 まとめ

1999年8月から翌2000年3月にかけ、発掘時期を 9期に区分して実施した成果は、第3章で確認調

査概嬰として述べた。さまざまな制約のもとで実施した調査ではあったが、調在期間中、文化財保護

と自然保護というそれぞれの立場を理解し、鬼城山のもつすばらしさをあらためて実惑する機会を得

ることができた。

今回の城内での発掘成果を整理してみると、検出逍構や出土遺物によって、第135図に示すように、

A・B・Cゾーンの 3つの特徴的な機能・性格に大別することができる。以下、ゾーンごとに説明を

加えてみよう。

Aゾーン（第I・N期）

T21を中心に安定した厖根線上に 8本ほどのトレンチを設定した範囲を示している。ここでは、今

回の確認調査では、もっとも多くの土器が出土し、しかも土堀や柱穴などが検出された。

築城工事に伴う作業拠点あるいは、築城後の兵士の駐屯地としての平面的利用が考えられる。

Bゾーン（第II・III・N・V・VI期）

従来から礎石建物群が確認され、原状保存が図られてきた地点で、 I・II群計5棟の礎石建物のほか

に、 T59とT123によって存在が明らかとなった新たな礎伍建物6、そして礎伍建物3の北東方でもい

くつかの礎石の存在を確かめることができた。

一方、 II群礎石建物の一角に設定したT67やT68では、掘立柱建物を構成する柱穴群が検出され、

礎石建物に先行する前身建物の存在が想定された。

出土遺物からみると、仏教的な性格を物語る瓦の出土や瓦塔片（許1) が示すように、鬼城山が古代

山城としての軍事的緊張から解き放たれた後、仏教寺院あるいは堂塔へと変貌した可能性が推察され

る。良質な緑釉陶器の出土が示す9世紀前半には、すでにこのような性格の建築遺構が存在した可能

性が高い。

Bゾーンは、このような建築逍構群が集中する範囲を想定している。

第3表鬼城山建物一覧表

掲載追構名 関連トレンチ 従来の呼称 ID佳物芥：； 規模
柱間即雌 (cm)

柘行 (cm)梁間 (cm) 面!,i(m') 柚方向 備考
桁 戊

礎伍建物 l T似 T群礎伍廷物群 城I市1 3X3 2o―0-200 190-190 HS 580 13 2 K-1S0 -W 総柱礎い建物

礎石建物2 Tl24 l群礎石建物梢 城印乙 :,x:, 16,i-lり(I !G.i-!!KI SL¥ 月`18 27 1¥-9°-E 総杵悦石建物

礎石佳物：｝ Tl20 I群礎石佳物甜 城庫：｝ 1 X :1 17i-1SO 21Xl-20o 715 610 11 N叩• -E 総柱礎石建物

礎石吐物4 T62 TIZS l群廃h江物群 城庫4 4 X :1 !80-200 220 767 660 ol N-46" -E 総杵礎h建物

礎石建物5 TIIG Iltf悦石建物 II計礎石建物 ti X 2 ZS0-300 :,oo 1750 tiOO 105 l¥-ll0°-W 側杜礎石建物

礎イi建物6 T59 T12:l なし なし 、:,X 2 :,()() '.1411 loOO? 67、一 101? N-IT -W 側柱礎h廷物 I

憫石建物7 なし なし なし 不明 不明 不明 約2li0 不明 不明 南北棟か 表血精査による発見

掘立柱建物 l T67 なし なし ?X 2 イ；明 230-235 ィ;a月 160 ィ,D/j N-B6" -E 側柱建物 I東他棟か
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第4章まとめ

Cゾーン（第N・V・軋期）

鬼城山東門の背後から、第4水門に注ぐ谷川縁辺部を指す。この谷川は上位低湿地から約200mあま

り下って第 4水門に到逹するが、この緑辺では従来鉄滓の出土が知られている。 T121では靴の羽口、

T113では、竪穴遺構に伴って多数の鉄滓とともに靴の羽口や炉底滓が出土している。付近からは大形

の砥石も出tしていることから、周辺で鍛冶が操業されていたことは確実であろう。築城I事に伴う

工具あるいは、武器などの鉄器が製作されていたことを示唆する。

Cゾーンは、このような「鉄」と深く関わる「モノ作り」の谷を想定している。

以上のゾーン区分以外にも、多くの新たな知見を得ることができた。たとえば、今回の確認調査で

縄文時代にさかのぼるとみられる「落し穴」の発見は、 10か所を数える。（註2)

一方、古代の遺構として特筆しておきたいのは、 T87の造成工事痕跡である。北門から東へ抜ける

通路（道路）が建設された痕跡かも知れず、この段切り工事では、礎石建物背後や版築土慇下部にも

ほぼ同じ勾配のカットがみられる点で興味深い。

「いつ」「誰が」「何のためにJ築いた城か？これらの謎のすべてが、今回の城内確認調在で解明でき

たわけではない。しかし、「いつ」という謎は、出土遺物とりわけ須恵器によって、ほぼ古代I期に築

造開始時期を特定することが可能になったとみていいだろう。

記紀に記述はないが、国家の意思が反映された結果として、戦火を逃れた渡来人の技術的な支援を

受け、多くの民衆や兵士が動員されて築城されたことも疑う余地はない。そして、古代1I期以降の出

土遺物は、廃城後の鬼城山が、平穏な宗教的施設へ変貌してゆくことを示唆する。

身近な存在として多くの人々に親しまれる鬼城山は、今なお多くの謎を残しているが、古代人のさ

まざまな思いを伝えながら、吉備古代史の舞台を見下ろしている。 （岡田 梱）

註

（註 1)県内では10例の出土数があり、西H本では群を抜く。亀川修一「吉備の瓦塔」『環瀬戸内海の考古学一半井 勝

氏追悼論文集ー」 占代吉備研究会2002年

（註 2) 形態• 時期については、以下の文献を参考にした。

稲田孝司「西日本の縄文落じパ猟」『論苑考占学』坪升さんの占希を祝う会 1993年

主要参考文献

• 小川富士雄編「西日本古代山城の研究」 (B本城郭史研究叢書 13)名著出版 1985年

• 葛掠克人「鬼ノ城と小週り山城」『吉備の考古学』福武書店 1987年

・「総社巾史一考古資料編J総社巾史編簗委員会 1987年

・村上幸雄・乗岡 実「鬼ノ城と大廻り小徊り」古備人出服 1999年

・教育時報 特集 謎の古代山城「鬼ノ城」の解明に向けて 岡山県教育委員会 2000年
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第 1表土器観察表

椙載各月 宴刈石号 /1',1トレンチ 内枯. I. 居名 種別 沿種 色満 胎 I 焼成 形態 • 手法の特徴など

1 46 T 1 TI石敷部分 上剃l路 甑！ 10YR7 I 4にぶい員杞 共石石英赤色酸化上粒その他 良Mi 外血ハケメ、内血車各い押圧
2 21 T8 TB、1 "F n灯下嬬表土 須恵洋 血- 25Y、J/1黄灰 長i, i, 英雲はその他 良好 小片、口綽端部は上方へ屈曲

:, Tll 須 lど沼 壺 り＼ 緻密 良H
1 23 Tl] 須恵洛 帝 SY7 /1灰『 共い・仁’英その他 良好 口縁沿部はやや肥厚

,J ど5 Tl2 須也沿 症 25GY6/lが）ブ`｝火 長石石英 良好 外面白然釉付苔、内外而ヨコナデ

f, Tl2 TlZ上堀 須恵洛 帝 明灰 共石 良ft( 貼り付け醐台

7 T 12 T12十)廣北 十師器 ill! 黄橙 届'ii; 良好

8 Tl2 Tl2上荊北、杜穴:¥};[11]み上曲 上帥路 nn り'i杞 緻密 良奸， T21 T21-2区土哄：{ 須恵器 晶 灰 良好

10 T21 T2J, 2区 I班：｝ 須灼沼 尚杯 青灰 長石 良H 低IJlllO),:',;杯、ややひずみあり

11 T公l n1-31ズ 姐恵沿 店杯 明灰 緻密 良好 小剋麻杯脚部、上位にシボリメ痕淋

IZ T21 Tl!-2区十城：｝ 須也沿 杯 冑~灰 緻密 良好 内面に弁受けのカエリ

13 T21 TZI-3区 姐恵裕 杯 灰 やや荒い 良如（

14 T21 T21-3区下j,', 須必器 杯 明灰 長什 良好 内面に兵受けのカエリ

lふ 22 T21 T21-2区 須恵器 杯 5Y6/l)火 反石• 石英• 雲母その他 良奸 高台が付く深い杯、内外由ヨコナテ

Iii T21 T21-:J区下位 須恵洋 杯 灰(1 精艮 軟

17 20 T21 T2J, 3区 須也沼 杯 りY7I 1 I火白 長石• 石英その他 良好 貼り付け高白は、やや外方する

18 13 T2:J T23下位 須恵洛 晶 :C5Y8/2灰白 丘伍その他 良好

19 n:, -r2:-l-3区 須也沼 翌 明,,,, 緻密 やや軌 n縁喘部やや肥厚、｛本部内而同心円タタキ
20 T22 須恵 蓋 灰 緻密 良如（ 宇珠ツマミ

21 27 T22 須恵器 小明 IOYo/1灰 石英 堅緻 小咽器利の口緑部か

22 7 T22 須恵器 横瓶 N 4 / 0 I穴 長石 良好

23 26 T2<) T24下杓 須恵器 杯 10YR7 /2にぶい黄柑 精良 良好 外方して踏ん張る貼り付け科台

24 11 T24 「24卜位 須，セ器 甕？ 25Y7 /211心'i 及石 良H
20 31 T2'1 T21下位 須恵洛 壷 2SY7/l灰白 長伍煤色粒赤色酸化土粒 良好 口§ぷ岱部はやや肥厚

26 T2.i ns 1、1す 須也沼 盆 I火 精良 良好

ぷ 5 T23 T25下位 須恵浴 呪 NG I 0灰 粕良 良力（

28 10 T27 T27届 1位 須恵器 珈工 2SY7 /:l戌黄 精艮 艮好

29 16 T28 T28卜位 須恵器 並ヤ ？ '.,YG /1 I火 長石黒色粒赤色酸化上粒 良好 11殺燐部はややくぱむ

:JO 6 T28 T28上p 須恵器 壺 7W6/l灰i'I 精良 即緻 （本部上j;',片、平iiクタキにカキメ閲栢を1.11える

31 T29 T29 I. 位 須忠沿 痘 位J1i 砂粒 戟

32 no  T29日;; 須恵器 盗 煤灰 ィi英 杖 大型1/)盃

:B TZY T29-:lブロ-,ク 上帥沿 'l!:: 桁褐 し英 やや軟 外面ハケメ、内面ケズリ

34 T48 T48 I、半 須も器 蒋 灰白 緻密 堅紐

Jj T48 T48下'I 姐恵岱 玉 灰白 砂粒 杖

3(; T48 T48下位 須忠沿 祐 灰黄1'1 長イr 粕 やや人別の器

:l7 T48 T48ト'I' 須恵岱 盃 灰白 黒色粒 庫入 低平な盃

38 T18 T18下位 須恵洋 晶 灰白 砂粒 やや軟 ツマミははじめからなし

39 T48 T48 十器7 須も沿 杯 灰 緻密 阜欠 品く外力する貼り付け晶台、完形復JL

10 T18 T1X下半 須恵洛 杯 音灰 緻密 良好 低い貼り付け閲台

41 HR  T48 須も器 杯 暗灰 砂粋 艮好 体部 Iヽ・半に柚位の波状文を描く

12 18 T,18 T,18上l 姐恵岱 'I'瓶 75Y7/l灰白 云石石共その他 良女( 内由と恨血に葱＜漆が付呑容閤として使用か

43 15 T48 T48下半 須恵器 乖ヰ 25Y.i/1黄灰 長イr 艮好 口§ぷ端部肥I旱、外而は紺方I付のクタキ＋カキメ

44 2 T48 T48ト'I 須恵路 柚瓶か lOYS /I! 火 共石 良MI
4―) ,1 T18 T1S土器2 須恵器 梨 5Yfj/J灰 阻色砂粒 イヽ良 外面'1'1,タタキにカキメ閲柏を加える

46 15 T48 T48卜l 須も呂 甕 5Y6/1J火 長石 良If 外血平行タクキにナテ淵盤を加える

17 29 T18 須恵浴 帝 5Yli/1灰 云伍黒色粒 良好 外底部はヘラケズリ役、ナデ謁整

4K 42 T 4K T48 I、半 +師器 翌 10YR7/4にふい蒻杞 長石石英 良好 外而タテハケ

19 T 1 T1上位 須恵洛 芍"・ 賄灰 共石 良ft( 低く外力する尚台

.iO 28 TS7 T,i7下j,) 須必器 蒜 25Y li/2灰黄 長イr 堅紐 小別0)蒜、内而にカエリ

ii 18 To? T、i7卜位 須恵路 小型帝') 5Y6/1/火 云石• 黒色粒 良k」' 脳の可能性あり
02 TS7 T汀下位 土師器 梨 棺褐 長h 金芸犀 ふつう

刃 T57 To7卜1寸 I師沼 甕 杓褐 長石• 石美 ふつう

ふ1 Tl公3 T12:J礎伍検出直上西 須恵洛 盗 灰 共伍 良好

ふう Tl23 Tl23日す卜翠 +簡器 杯 橙 緻密 ふつう

06 TlZ3 T 123下位下柑 須恵洛 芍"・ 灰 共石 庄歓 休部の球形に近い丸みが特徴的

.i7 .i7 T 12:J 瓦 平瓦 5 Y 8/1灰(1 長i, i, 英黒色杓 艮好 凸面は縄n、門而に,ipn
氾 ， TG2 T62西側 須恵路 症ヤ 75¥7/1灰白 反石 良h
o9 TEL TGZ西側 1号礎1直物 須恵器 晶 Pjj灰 長h 良好 天升部に、かすかな屯ね焼痕趾

60 Inf礎石建物 1-2の間 須心悟 凡）各片 明}Ji 長石 良H 内外血ナテ＼堕抑し技法で木瓦茸きを表現か

fil T116 T 116酒成土内 須恵翌 盗 灰 緻密 良好 転用硯？

6Z 4S Tll6 Tll6追成十I人」 +師器 皿 lllY R 7 I 4にぶい賛橙 長石石笙で匝赤色酸化十わそ0)他 良好

63 ,9 T 116 T116:&向採隼 上帥洛 椀 10YR6/,! にぶい賛朽 共石• 石 •'Ii· 雲付• その他 良如（ 貼り付け醐台

G4 T IIG T 116表而採忙 +師器 椀 橙 長h 良好 甜い貼り付け高台

6ふ 49 Iltf此石建物付近表採 丸 平凡 5Y7/ll火白 反石•石英 良奸 凸血は縄目、凹血に布H

切 .,6 ll群礎h建物付近表採 瓦 丸瓦 2SY S/2暗灰黄 長i, i, 英赤色酸化土杓 良好 1111面はナテ｀ヘラケズリ

67 cヽc,,, Tll6 II梢礎石建物付近表採 凡 丸丸 2SY 6/211ii心 長石•石英•赤色製化 1位•その他 良H 凸血ぱ平行タタキ？玉は部分をわずかに残す

68 ふ9 T116 T 116衣面採集 瓦 丸瓦 '.'.5Y 7 /L灰黄 云伍・伍芙・字母• その他 良好 凸面に圧痕、凹面は布日

69 T67 T67油成十内 須も器 蓋 灰 長石 堅緻 人•井部に自然釉

70 12 TG7 TG7表血採巣 姐恵路 益 25Y,/l灰白 反石• 石 •'/.i· 雲付• その他 良奸
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椙載否月 奥刈柑月~ /1',1トレンチ 逍椛. I悟名 種別 器種 色,Jlj 胎 I.

71 24 Tli7 ；百恵硲 咄- 25G Y 4/l胎オリ--プ'I.火 精良

72 Tli7 T67辿成土内 須恵器 梨 青灰 長h
73 T67 T67側i,i造成 1内 I師器 杯 橙 角閃石

7'1 To7 T67酒成土側吊 土帥協 杯 朽 ±,{, 

75 40 '1'67 T67表而採梵 十師器 椀 lOYR 6/4にふい貸橙 長石石英委母赤色椴化十わその他

76 51 Tii7 T67表向採集 凡 、rH !OYR 1/:llこふい1fr扮 長石• 石処

77 58 TG7 TG7表両採梵 瓦 平瓦 5 Y 3 /Iオリーブ`，甲 長.fi ti英・ぎ団• その他

78 53 Tti7 T67表血採集 丸 乎丸 2'.,Y G/3にぶし刈心 長石• 石英

79 S4 TG7 T侃102To7側涌迅成土内 瓦 平瓦 2oY 8/2灰l'I 長h イ，英・,)¥、色酸化土杓

80 52 T67 T67表血採巣 丸 平丸 2C,Y6/]/, し}jヽ 長石• 石英• 黒色砂粒

Bl GO T67 T67衣面採集 瓦 'I'瓦 25Y 8/2灰白 ±,:{, ・じ英・＃母

況 T68 須心器 杯 },Ji 長石

83 TG8 T68中位曲埋上 珀恵硲 杯 明灰 級密

81 60 T68 緑袖陶盗 1111 
素地 SY 7 /I灰(1

精艮
袖由： 5Y7/3(戌員）

8S 4:, TG8 T6b下f,,地山直上 土師器 型 7SYR G/G橙 長hい英令芸犀黒色土杓

86 38 T68 1も8I位 ［師器 椀 りYll 6 / 6杓 区石•石英赤色酸化 I粒•その他

87 37 T68 T68上位 土帥硲 椀 IOYR8/3戌黄朽 長いi・ 石焚• その他

88 8 T83 埋め戻し中採梵 須心器 柚瓶 2SY7!2灰麓 長石

89 TK., T83から50cm地点表採 珀恵器 益 明灰 級密

90 T86 T86 If,, +. 師器 I机!f明lllli 黄橙 氾もト

91 T86 T85上器2 上帥器 杯I灯明皿） 位杞 長石 ンャモット

92 T86 T86ピj 卜土器 l 土師器 杯！汀叫lllli 黄柏 シャモット

9:l :m '1'91 T91 須忠器 杯か SY(i/1 I火 長石赤色酪化［粒• 黒色粒

91 17 T92 T02下位 土帥堺 喪 5 YR 6/6!<合 長{j{j焚宮母沈色傍化土粒その他

9S 47 TI2 ⑮ 21、1寸 +. 師器 痙 SYHo/o橙 長石石英老肛赤色酸化十杓そ0)他

96 17 T9l T9ど下位 上帥路 ';!:' 5 YR G/6恰 長石石災雲母赤色悛化上tlその他
97 17 Tl21 Tl21南半 知息器； 菰 SY6/l灰 精艮

98 Tl21 TIZI埋め戻し中 珀恵器 蓋 賠灰 緻密

99 T82 T82上ドi 土師器 小店党 :>YR7/4にぶし,,登 長いィ，英

100 41 T82 T82し位 I: 師器 甕 SYKG/G杓 長石角閃石• 金君母

101 H Tl02 Tl02日，'; +器,:, 弥牛t器！ 怖！ lOYR i/1にふい黄橙 長いh英＃廿応色検化十やその他

1112 11 Tll:l T11:l上位たわみ 頃恵協 杯 SYo/1灰 k-Li 仁芙• その他

103 T31 T31 I 1古 祖也器 杯 灰 長石

10-l :, Till Till中位 狛恵硲 翌 ？ NS /l /火 k石

105 T117 Tll7下f,『I 須忠器 盆 胄灰 熙色杓

106 Tll7 Tl17卜位 俎恵硲 孟 灰 齢密

107 19 Tll 7 T117上位 須恵器 品~ 75Yu/1灰 長仁仁英・．屯色粒

108 Tll7 Tll7 I、1古 須也器 柚瓶 I り< 長石• 黒色粒

Illり Tll7 Tll7下位 須恵協 ,;,Ji 音灰 緻密

110 1 Tll7 Tll7 I、1古 祖息器 柚瓶 75Y7/l灰臼 長石 F英•赤色酸化十杓

111 杓，,-Tl03’匹-TI03の問、遊歩冦賠で採第 珀恵硲 杯 賠灰 k石

112 杓、i-TIO:I刊i-TIO切冊、遊歩氾脆で採『、 術忠器 壺底部？ 暗灰 長ir

第 5 表石器•石製品観察表

掲戟番号 I 実祖l番号 I 出土トレンチ I 迎樺•土后名 器種
言t淵If,/,(mm) 

雨拭(g) 伍材
荒大灰 飛大輻 飛大序

~ I煽国下陪包合辰
h鏃
石紙

い斧

砥石

18 S 14 :1 

16:, 12 33 

08 S 56 20 

279 177 66 

第6表土製品観察表

0 SJ サヌカイト

OS サヌカイト

112 :, 流紋岩

4000 流紋岩

第4章まとめ

焼成 膨態• 手法の特徴など

内外血ヨコナテ、外血ト'I'はヘラケズリ
叩緻 内面に同心円タタキ

良如’ Ml'逍物に門泡り I呻器あり

やや軟 油い器欧

良好 届く外方する貼り付け品台

良如（ 凸向は紺目、凹向に布目

良好 凸而は縄n、間面に作日
良i」' ,n直］は縄H、[ll]血に布H

良好 凸而は純n、lllf而に布n
良如’ 凸血は縄H、[llJ血に介直

良好 凸面は紺日、 IIIJ面に布目

良好

良好

卑緻 9柑紀,1,瑣に京都て生産された優品

良好 外而タテハケ

良如’ 外ガする貼り付け高台

良好 貼り付け釉台

良好 外血わずかに格了Hククキ

良如（ 内面に大き目のカエリ

良好 体部内而 Iいに灯心~Ir痕あり

良Ii 休部内由上位に灯心油痕あり

良好 （本部内而上いに灯心油痕あり

良如’

良好 -%同 jll,lj本、 1本部にタクキを施す

良好

良如（

良好 内而に身受けのカエリ

堅緻 天井部に自然釉

良好 （本部外而ハケメ、完形復元

良If 艮胴甕0)口稔部、 f本部外血にタテハケ

良好 底部は楊げ底、器六面剥沿

良好 外底品ヘラオコシ

良好 比較的高くしっかりした高台

良好 休部下'I'の似/',

艮好 人升部にI『I然釉

良好 天井部に自然釉

良好 文升部ケズリ、内外面ヨコナデ

良MI 休部外叩こカキメ品整痕、11;1(11同心円タクキ

桔良

良好 完形復元、同転カキメ閲印痕跡明隙

良好 （木部ラインは屈間せず下端貼り付け閥台へ

良好 分）早い貼り/Jけ商台

llj 期 備 考

縄文？ 付近に土は

縄文） I堺は落とし穴か！

縄文？ 付近に土J!i,

山代 竪穴逍枯に什う可能竹人

言t設rJfr立(mm)
最大↓~I 最大h苗 1 外径 I孔径

色隣l 胎上 I焼成 I時期 備 考

>~ I~~::: I :~i• I ~ml ;; □ I ;:~I ~mil~;>:~:苗杞l=ft::; I;~I 〗:~I:::~〗\;';!r;i:/あり

第 7表鍛冶関連遺物観察表

実淵I番号 /1', Iトレンチ 逍椛. l.ka名 種別
計隕値 (mm)

重星(g) 材~ 傾 時 ~JJ 佃考
届大長 届大幅 最大厚

,11 I ,1 2 TIU 竪穴追構 椀）杉滓 240 00 240 00 24 00 266 37 鉄 古代 溶融ガラス哲部分あり

,I 2 I Ml TIB 怒グ（追横 椀形済 109 50 132 00 48 00 624 68 鉄 占代 炭化した木片｛寸杵

~I 3 I M 3 T]J:j 竪穴逍構 椀JI多滓 125 50 143 00 25 50 37155 鉄 古代 炭化した木片付着
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第 1節謂在の概要

付章池ノ下散布地の試掘調査

第 1節調牡の概要

鬼城山の附東約1.8kmに位誼する池の下散布地は、血吸川によって形成された谷部が総社平野に向

かって大きく開放する位岡にあたっている。随庵古墳と阿宗神社の立地する丘陵を結んでこの谷部を

横切るように、東西約300mにわたり堤状の土塁が延びているが、この土塁については早くから高橋護

氏らによって鬼城山の防塁の可能性が指摘され、平成7年には総社市教育委員会によって試掘調在も

行なわれている。

このたび、鬼城山内部の調査を実施するにあたり、この遺跡についても時期・性格を明らかにする

ことを目的として、総社市埋蔵文化財学習の館館長村上幸雄氏の指導•協力のもとに、平成12年 2 月

14日-3月9Bにかけて試掘調査を実施した。

調査は、この土塁の規模• 構造を把握するとともに、防塁を証拠立てるような付帯施設の存在や、

池堤として機能したことを示す湛水の痕跡についても検討するため、土塁の南側にトレンチ 1・9-

11、北側にトレンチ 5-7、土塁の上部にトレ

ンチ 2-4・8・12を設定して掘り下げを行なっ

た。

第 1図池ノ下散布地の位置（黒塗り： 1 /25,000) 
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第2図周辺地形図（約1/6,000) 



付章 池ノ下散布地の試掘調育

第 3図トレンチ設定図 (1/3,000) 

トレンチ 1 (第 3・5・6図、図版15)

土塁が西側丘陵に取り付く 部分に設定した11X2mの I、レンチで、土塁の南側の状況を把握する 目

的で掘り下げを行なった。上層は撹乱をうけていたが、地表下80cm (海抜16.2m)でわずかに南へ傾

斜する花岡岩の地山を確認した。しかし、顕著な遺構は検出されず、 遺物も地山上の黒灰色土から須

恵器の壺 1が出土したにすぎない。

21.50m 
18.00m 

T2 
T3 

22.50m 

18.00m T8 T4 

T5 

第4図土塁横断模式図 (1/300) 
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付章 池ノ下散布地の試掘調杏

＼ーー」ーニノ ~ 

I 1 

゜
10cm 

第6図 T1出土遺物 (1/4) ト1這TOI・ 
r;: 

// Ir-

2 

＼ 
゜

10cm 

゜
2m 

◎◎  ◎ ◎◎ ◎ 
Ml M2 M3 M4 

◎c ◎ 
M5 

◎；；； ◎ 
MG M7 MB 

◎' ◎◎ ◎R  0 2 cm 一M9 
M10 Mll 

第7図 T 2集石、出土遺物 (1/60• 1 / 4• 1 / 2) 

トレンチ 2 (第 3-5・7図、図版16・17・20)

平成 7年に実施された試掘調査地点の東に隣接して設定した16.9X2 mのトレンチである。原さ10

cmの耕作±下で検出した盛土は、厚さ10cmほどの茶褐色礫混じり土層と灰色粘質土層を、土塁の中心

から南に向かって交互に梢み上げたもので、その高さは1.4mにおよぶ。海抜15.7mを測る暗灰色粘質

土の拮底面からは広薬樹の枝築が検出されたが、構築に直接かかわるものかどうか判断できない。こ

の盛土は、土塁の北端を区切る側溝から21mの位質で終わり、それより南側はt塁を崩したtで造成

されている。

この造成土からは室町時代後半の瓦質土器3や銅銭Ml-11が出土しており、この時期には本来の

機能を失っていたものと思われる。
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第 1節 謂在の概要

16.30m 
＼二三

゜
2m 

l 胎褐色土＝現代耕作土

2 黄褐色土 (I火色粘土塊含む）＝造成土

3 患灰色粘質十:=ID水田m?
4 灰茶色粘質上

5 暗灰色土＝巾柑包合層

網bl: 灰色細砂～粗砂罰

第 8図 T 3土層断面図、出土遺物 (1/60・l / 4) 

（） 
'-- I~ 
4 

¥
5
 

疇
6

゜
10cm 

トレンチ 3 （第 3・4・8図、図版15・20)

トレンチ 2の南6.lmに設定した3.9X2 mのトレンチである。地表下40cmに黒灰色をなす旧水田層が

確認され、 その下には染付け1IIl4や土師器の鍋5、備前焼の杯6. 揺鉢7を含む原さ20cmの暗灰色土

層が堆梢していた。海抜15.3mより下は自然堆積層と見られる灰色の砂層となり、土塁の基盤に対応

するものと考えられる。

18.00m 
18.00m 

゜
2m 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

淡褐色土

条褐色土

黄茶褐色十．

賠褐色上

偵褐色土（陪合む）

茶褐色祖砂

昭褐色 I(黄褐色 I.の互層）

賠灰色土

暗茶褐色土

粗い網§:盛り上（褐灰色砂質上～黄灰色粘上など互層）

細かい網El: 礫を多く合む山土と硬く締まった暗灰色土の万層

/~ 弓~~、ヽ
-.. 

8 

゜
10cm 

，
 

―― 曇

第9図 T 4土層断面図、出土遺物 (1/60• 1 / 4) 
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付章 池ノ下散布地の試掘調杏

トレンチ 4 （第3・4・9図、図版17)

東側の土塁上に設定した4.9X2 mのトレンチである。厚さ10cmほどの黄褐色の礫混じり土と灰色の

粘質土を交互に梢み上げた後、茶褐色の砂質土を原さ40cmにわたって盛り上げている。 この盛土はト

レンチの西半において46° の側斜をなして終わり、 それより東側は黄灰色の粘質土と灰色の砂質土を

肛層に積み、原さ20cmの褐色土層を盛り上げる。盛土の高さは現状で1.8m測るが、海抜15.9mまで掘

り下げたものの甚底面は確認できなかった。

遺物は、上層から須恵器の蓋8と甕の小片9が出土している。

トレンチ 5 （第3・4・10図、図版18)

土塁の北側水田中に設定した4.9X1 mのトレンチである。耕作土の下には厚さ30-40cmの灰色をな

す粘質土が原さ20cmの砂層を挟んで堆積し、海抜15.7m以下は植物逍体を含む粘土と砂の圧層となる。

（第3・10図）トレンチ 6

2Xlmのトレンチで、 トレンチ 5の北8mに設定した。

をなす粘質土と砂層が互層をなし、地表下90cm（海抜15.7m) 

トレンチ 5と詞様に、耕作土の下は灰色

で植物遺体を含む茶褐色±層に逹する。

トレンチ 7

このうち 3層からは肥前系陶器が出土している。

（第3・10図、図版18)

トレンチ 6の北Smに設定した 2Xlmのトレンチである。耕作土の下には造成土と見られる黄灰

色土が堆積し、 その下はトレンチ 5・6と同様に暗灰色の粘質土と砂層が互層をなす。地表下1mま

で掘り下げたが、 ここでは植物遺体を含む粘質土は確認できなかった。

16.80m 
16.80m 

二
1
-
2
-3
-

1 

← --¼----=--J 
匝二ご芦::::c::f亨

2m 

賠褐色土＝現代耕土

賠青灰色 I:

恥灰色粗砂（近世陶器出土）

灰色粘質土

灰色砂質十一

賠茶褐色_t(植物遇休を含む）

灰色粗砂

1
2
3
3
4
5
 

1

2

3

4

5

6

7

 

0 1 m 一暗褐色土＝現代耕土暗青灰色 I.
胎灰色粗砂（近世陶器吊土）

灰色粘質土

灰色机砂

16.80m N 

1 

\----_2~ 
三:
0 lm 一

第10図 T5-7土層断面図 (1/60) 

1

2

3

4

5

 

暗褐色十:=現代耕十▲

黄灰色上

黒）火色粘質土

暗灰色粗砂

陪仄色粘質[-
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第1節 謂在の概要

18.00m 18.00m 

゜
2m 

l 賠茶褐色土

2 暗褐色土

3 褐色十:(真砂十混る）

4 茶褐色上（黄灰色上プロソク混る）

粗い網目：褐色砂質土一茶褐色砂質土など万層

細かい網bl: 灰黄色粘質土～駅褐色粘質土などの互罰

第11図

トレンチ 8

T 8 土層断面図、出土遺物 (1/60• 1 /4) 

゜
10cm 

（第 3・4・11図、図版16・17)

1.9X 2 mのトレンチで、 トレンチ 4の南6.3mに設定した。現状で高さ2.1mを測る盛土は、 トレン

チの西半において、茶褐色の礫混じり土に灰色の粘質±を薄く挟みながら梢み上げた上に、灰色土と

黄褐色土がブロック状に混じる粘質土を盛り上げている。 トレンチ東半では、下層に灰黄色と暗灰色

の粘質土を互層に積み、褐色砂質土を1.2mにわたって盛り上げる。 トレンチ 4から続くこの盛土の境

は68° の急1項斜をなし、土塁の主軸とほぼ直交する。 ここでも地表下1.9m （海抜15.5m) まで掘り下

げたが基盤層は検出していない。

遺物には、上層から出土した肥前の胎土H鉢10がある。

トレンチ 9 （第 3・12図、図服18)

土塁の南側に設定した9.3X2 mのトレンチである。胴さ40cmほどある造成土の下には暗褐色の耕作

16.50m 

1

2

3

4

 

真砂土

暗褐色土

灰色～茶灰色 I.

賠灰色土

-
3
6
7
8
 

緑灰色礫混土（床土）

賠灰色粘質土

賠灰色粘質 I:

黒灰色粘質土

第12図

， 
10 

賠灰色シルト

黒灰色粘質土 ゜
2m 

T 9土層噺面図 (1/60) 
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付章 池ノ下散布地の試掘調査
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土と酸化鉄の沈着した茶褐色の床土が見られ、地表下80cm (海抜15.6m)からは黒灰色の粘質土と砂

質士が交互に堆積する。

トレンチ10(第3・ 13図）

9.7X 2 mのトレンチで、トレンチ 9の南2.8mに設定した。ここでもやは り、 厚さ30cm前後の造

成土の下には暗灰色の耕作土と茶褐色の床土が見られ、地表下70cm (海抜15.4m)から黒灰色の粘質

土と砂層のH層になる。

トレンチ11(第3・13図、 図版19)

トレ ンチ10の南2.1mに設定した9.9X2 mのト レンチである。厚さ40-50cmある造成土の下には暗灰

色の耕作土と酸化鉄の沈着した茶褐色の床土が見られ、地表下80cm (海抜15.3m)より下は黒灰色の

粘質土が堆積している。
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第 1節謂在の概要

18.00m 

l 茶褐色 I.(黄灰色 Iプロソク含む）

2 賠褐色土（腐植土）＝施肥穴

3 暗褐色土＝ゴミ穴

1 褐灰色砂＝野壷？

5 賠茶褐色上

網目：褐灰色・ 灰色砂質土や灰•灰偵色

粘質土などの且附

゜
2m 

第14図 T12土層断面図 (1/60) 

トレンチ12(第3・14図）

トレンチ 4・8で確認した盛土の境の性格を探るため、 トレンチ 8の北端と直交するように設定し

た6X2mのトレンチである。海抜17.8mの地表から1.2m下まで撹乱がおよんでいたが、西側から続

く盛土層にはトレンチ 4・8に対応するような盛土の境は検出できなかった。

第2節調査の結果

土塁の南側に設定したトレンチ 1・3・9-11において、これに伴うような遺構は確認されず、そ

の北側に設定したトレンチ 5-7においても湛水をうかがわせる痕跡は認められなかった。

土塁は、 トレンチ 4・8を境に西側では粘土と礫混じりtを交互に積み上げ、東側では砂と粘質土

の互層で構築している。その境は急傾斜をなすが、これと対になるような境は確認できず、 t塁構築

の工程を示すものと思われる。また、 トレンチ 2では盛土層の直下から植物遺体が検出されたが、基

盤層に含まれていたものが露星した可能性もあり、その性格については判断を保留したい。今回の調

査で明らかになった土塁の規模は、基底部の輻が21m余りで高さは2.6mを測るが、土嬰を崩して南側

に押し広げた造成tの体梢を考慮すれば本来の高さは 3m近くと推定される。

土塁から出土した遺物は、盛土中から 6世紀後半の須恵器が、土塁を切り崩した造成土から室町時

代後半の瓦質土器や銅銭が出土している。また、盛土直下の植物遺体については放射性炭索年代測定

により1650士60年の値が示されているが、これが甚盤層の年代を示すものとすれば、 5-16世紀の輻

の中で理解するよりほかはない。

この土塁は、「御門」という地名からも鬼城山との関わりが想定されてきたが、今回の調在ではそれ

を積極的に裏付けるような証拠は得られなかったものの、これを否定する材料も見つからなかった。

このような場所に、谷を締め切るような±塁を構築することはいかにも不自然であり、防塁の可能性

は依然として残されたままである。

最後に、調在全般にわたって懇切な指導を賜った村上幸雌氏、調査成果について有益な助言を賜っ

た鬼城山整備委員会の諸先生、寒さの厳しい中作業に従事された地元住民のみなさんに原くお礼を申

し上げる。 （亀山行雄）
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付章 池ノ下散布地の試掘調杏

第 1表土器観察表

掲故芥け 実測芥け 出上 l、レンチ 追構• 上柏名 種別 岱種 色逍 胎上 焼成 形態• 手法の特徴なと

1 1 T 1 暗褐灰色上 須恵；；；； 帝 N7 /0灰白 k石石処 良好

2 2 T2 黄褐色十 備前焼 壺？ 75YR4/ l褐灰 長h 墜緻 f本部下iり片
3 T2 暗恥色上 丸質上認 屯年 ｝ • N 3 / 0賠I火 長石• 石美少 良Mi
4 G T :; 暗灰色土 染付陶器 ill!? N8/0灰() 朽艮 良好 肥前系染付けか、見込みに盆色の文tふ
C ,) 8 T :, 胎I火色 I I師沿 渦 75YR7 /2褐11, k石• 石英・角閃石 良H
6 ， T3 暗灰色土 価削焼 小壺？ IORS/2灰赤 長い 良好 外底部糸切り、見込みに自然袖

7 7 T3 柏I火色十 備前燒 拙鉢 25YR4/2灰赤 石英ほか 竪緻 卸H残存、使用による序滅あり

K :l T ,! 上裕 須恵；；；； 益・ 5 IlG i / 1吉灰 長石• 黒色砂粒 良h 天井音I>!/1を残す， ,［ , T4 I屈 姐恵器 痙 NG/0灰 長h 仕英ほか 良好 内而同心円タタキ

10 61 T ii Il 陶諮 針ヽ 5YG/21火オリーブ 精良 良H 唐津、見込みに胎上ElI、チン痕跡

第2表銅銭観察表

掲載呂号 逍構十陪名
,ii測値 (mm)

屯塁 (g) 材悟 時期 備考
后人・径 ；；大厚

Ml 包含I~ 24 8 1:, 29 鉗 初鋳似lり 唐 開Iし通安（鋳造開始初期とされる「背卜月」を認める）

M:C 包含陪 213 1:1 H 銅 切鋳 990年 北宋淳化冗朽

M:l 包含ぼ 24 o 11 28 銅 初絣 1004年 北宋号悠元臼

M1 包含柑 2S 1 3 36 鉗 初絣 IIJ:l9仕 北末 出末通l'i(銭又は対読）
MS 包令屈 ?一"し"一' 11 l(j 銅 初鋳 10~8年 北宋元竪通古

MG 包含柑 23 7 14 28 銅 初鋳 1078仕 北宋 ）L豊通I'<
M7 包含肝 2:l7 1:1 、ll 組 初鋳 1078年 北末冗怯通杏

M8 包含Iせ 24 3 1 2 :12 姐 初鋳 108!げI・ 北宋 Jし祐通臼

MD 包含庖 23 7 1 2 29 銅 初鋳 109,1年 北宋紹聖冗朽

MIO 包合ほ 24 o 1 5 :i 5 紺 初鋳 llll年 北宋政和通'I';'(銭文は対虚）

Mll 包含屯 2s 1 3 33 銅 初鋳 HOS年 明 永楽通r,/(銭又は対読）
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鬼城山遠景

（南東から）

2 鬼城山からの眺望

（北西から）

3 確認調査初日、

葛原所長作業説明

風景

図版 1



T 4発掘着手風景

（西から）

2 TlO土堀検出状況

（南から）

．
 

ヽ

3 T 21土壊1須恵器

出土状態（東から）



T 21土壊2検出

状態（東から）

2 T54版築土塁下位

（西から）

3 T54土塁下位石列

（東上方から）



T62と礎石建物 1

（南西から）

2 T62礎石（南から）

3 礎石建物2とT124

（東から）



礎石建物3調査

風景（北東から）

2 礎石建物4とT125

（北東から）

3 礎石建物4とT125

土層断面（南から）



T62土層断面と礎石

（北東から）

2 II群礎石建物と

T 116 (北東から）

II群礎石建物基壇

石列（南から）



T67と掘立柱建物

• 石列（南から）

2 T67と掘立柱建物

• 石列（北から）

3 T68 (北西から）



T49柱穴•石列と

土層断面（南から）

2 T91落とし穴

（西から）

3 T87土層断面

（西から）



T 121石列

（東から）

2 T113竪穴遺構付近

作業風景（北から）

3 T113竪穴遺構

（北から）



T 106 (西から）

2 T 111石垣

（東から）

3 鬼城山整備委員会

(T54、'99年12月

17日）



図版11
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出土遺物（須恵器•土師器）



図版12
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出土遺物（須恵器・土師器・瓦塔・瓦）



図版13
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図版14
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池ノ下散布地遠景

（北西から）

2 T 1全景

（南東から）

3 T 3全景

（南東から）



3 T 8全景（南から）

T 2土層断面

（南東から）



T 2敷葉層？

（西から）

2 T 8全景

（南東から）

3 T 4全景

（北東から）



寧利g↑

(94朕梱）

寧利6↑

(9^q慨梱）

寧俎L↑
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T 11全景

（南東から）

2 T 5付近作業風景

（南から）

3 鬼城山整備委員会

の視察

(2000年 3月1日）
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